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第1章

La6nnecハ 胸 廓懸 診 法 ヲ創 始 シテs夙 二1819

年 肺 結 核 ガ肺 上 葉 二始 マ ル コ ト多 キ コ トヲ唱 へ

1843年Louisモ 之 二 賛 成 シタ｡1882年R.

K㏄hハ 結 核 菌 テ褒 見 シ テ、 結 核 菌 ハ 氣 道 ラ介

シ テ 人 艦 二感 染 スル コ トテ唱 ヘ タカ、1902年

Behringノ ・之 二反 封 シテ肺 結 核 ノ滑化 管 感 染 テ

主 張 シ、Calmette,佐 多博 士 等 ノ支 ・持 ヲ得 タ｡

然 シナ カ ラ ソ ノ後Parrot,Kifss,Ghon等 ノ精

細 ナ ル研 究 ニ ヨ リ、 結 核 初 感 染 竈 ハ通 常 肺 二起

ル コ トガ立 謹 サ レ、次 デ本読 ハ1916年Ranke

/3期 読 ニ ヨッ テ完 成 サ レ タ｡コ ノ結 核 ノ3期
を

分 類 二就 テノ・、 本邦 二於 テ モ1923年 佐 多 博 土

ニ ョ ッ テ、Rankeト ノ・別 二 菟疫 トノ關 係 ガ研

究 サ レ タ.

次 二肺 結 核 ノ始 マ リニ就 テ、La6nnec.Louis

二次 ギ1890年Grancherノ ・剖 検 所 見 ヨ リ肺 結

緒 論

核 ノ、肺 尖 二始 マ ル モ ノナ リ ト考 へ、 之 ガ實 謹 ト

シ テ各國 二於 テ種 々 ノ實験 ガ行 ハ レ、 多 ク ノ理

由 ガ考 ヘ ラ レテ、 コ コニ肺 務 肺 尖 獲 生 設 ガ確立

サ ル ルニ 至 ツ タ｡

然 ル ニ1922年Assmannノ ・結 核 患 者 周 園 検」査

ニ於 テ、 當 時 未 ダ注 意 サ レザ リ シ鎖 骨 下 ノ園 形

陰 影 テ多 薮 二見 出 ダ シ、 コ レ コ ソ肺 結核 ノ始 マ

リナ リ ト圭 張iシ、 コ ノ 読 ハ 直 チ ニRedeker,

Ickert,Lydtin,Romberg等 ニ ヨ ヅ テ承 認 サ

レ、其 後 肺 瘍 肺 尖 登 生 読 ト ノ間 二活澄 ナ ル討 論

.ガ行 ノ・レ、 各 學 者 ハ或 ノ・蕗 學 設 ヲ主 張 シ、或 ノ・

新 學 読 ヲ支持 シ,・論 雫 ハ今 日二 至 ル モ終 息 テ見

ナ イ.

更 二1925年 以 來Neumann等 ニ ヨツ テ、血 行

性 播 種 ガ肺 瘍 畿 生 二 意 義 アル コ トガ唱 ヘ ラ レ、

叉1928年Aschoff等 ハ青 年期 二特 有 ナ ル型 ト
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シテ思 春 期 肺 瘍 ナ ル病 型 テ報 告 シテ ヰ ル
｡

以 上 ノ諸 設 ハ何 レモ人 類 ハ小 見期 二於 テ結 核 ノ

初 感 染 ラ受 ケル トイ フ假 設 ノ上 ニ樹 テ ラ レ タモ

ノヂ ァル カ、 其 後 青 年期 二於 テ初 感 染 ヲ受 クル

モ ノガ可 成 多 イコ トガ、Arborelius,有 馬 教 授

小林 博 士等 ニ ヨ ツ テ謹 明 サ レ、 肺 結核 ガ初 感 染

二 引 キ ツ ヅ ィ テ起 ル コ トガ
、 考 ヘ ラ レ女台メ タ｡

併 シ カ カ ル読 テ唱 ヘ ル者 モ多 クハ ・∫・見期 初 感 染

竈 ノ存 在 デ重 覗 シ、 成 人 肺 結 核 ノ基 礎 ハ 小見 期

初 感 染 ニ ア リ ト考 ヘ テ ヰ タニ過 ギ ナ イ｡

・一・一一」L方結核 ノ免 疫 二就 テ へBeitzke
,Lange等

ニ ヨ ツ テ 精 密 ナ 研 究 ガ 行 ノ・レ
、Hamburgerジ

Redeker,Kayser-Petersen等 ノ、再 感 染 免 疫 二

就 テ、Bieling,Schmincke等 ノ・結 核 「ア レル ギ

ー」二就 テ ノ業 績 テ登表 シ タガ
、「ア レル ギー」ト

免疫 ト ノ關係 ノ 關 明 セ ラ,レザ ル ニ、Calmette,

Gu6rinニ ョ ルB.C｡G.力 創 製 サ レ、Heimbeek

ニ ヨ ツ テ ソ ノ慮 用範 園 ガ籏 ゲ ラ レ
、 近 年 我 國 二

於 テ モ研 究 ガ進 メ ラ レツ ツ アル｡

其 後 各 國 晶 於 ケル集 團 検 診 ノ普 及 ニ ヨ リ、 特 二

本 邦 及 ビ北 米 、北 歓 諸 國 二於 テ青 年期 二於 テ モ

意 外 二未 感染 者 多 キ コ トガ報 告 サ レタカ1938

年 熊 谷教 授 ハ、 成 人 肺結 核 ハ初 感 染 二引 キ ツ ヅ

キ、或 ノ、ソ ノ再 燃 ニ ヨ ツ テ起 ル コ トテ唱 へ、 叉

Malmrosu.且edvallハ 、 肺 尖 二於 ケル初 期 病

竈 ガ肺 結 核 ノ始 マ リナ リ ト登 表 シ、 コ レ ト相 前

後 シテBrsuningノ 肺 疹 浸 潤 登 生 設 ガ嚢 表 サ レ

テ、 雨 者 間 二活 議 ナ討 論 ガ行 ノ、レタ.

余 ハ昭 和7年 以 來 健 康 相 談 事 業 二携 バ リ、同13

年 ヨ ヅハ學 術 振 興 會 第8小 委 員 會 ノBCG接 種

事 業 二参 加 シ、 翌14年 ヨ リ ハ螢 光 像 撮 影 法 二

就 テ ノ研 究 テ開 始 シ タ｡コ レ ラ ノ研 究 ニ ヨル業

績 ノ・從 來屡 ζ畿 表 シ束 ツ タ トコ ロ デ アル ガ、 今

同 ノ・一 高 等 女 學校 二於 ケ ル5年 間 ノ観 察 テ中 心

ト シ青年 期 二於 ケル肺 結 核 ノ登 生 及 ビ進 展 二就

テ研 究 シ、 興 味深 キ知 見 ヲ得 タ ノデ弦 二報 告 ス

ル次 第 デ ア ル｡

第2章 研究方法

本研究 ノ封象ノ・函館某高等女學校(甲 高女 ト假

樗 ス)ノ生徒 ラ主 トシ、其他2、3ノ 集團生活者

及ビ健康相談所束訪患者テモ加ヘ タ｡

甲高女ニ アツテノ・今日迄数同二亙 リ精密ナ結核

検診 テ實施 シ、BCG接 種 ヲモ4年 束行 ツテヰ

ル｡生 徒申二結核 ノ登生 セルトキハ能 フ限 リ柑

談所二於 テレントゲン的ニ ソノ縄過 テ追及 シ來

ツ タ｡

諸 検 査 ノ手 技 ノ・次 ノ如 ク デ ア ル｡

「ツベ ル ク リ ン」反 朦 ノ傳 研 製 蕗 「ツベ ル ク リ ン」

ノ2000倍(時 二100倍 ラ併 用)稀 葎液0.1耗 テ、

前 騰 屈 側 皮 内 二注 射 シテ48時 間 後 二検 シ、 登

赤 径5粍 以 上 テ陽 性 ト スル｡詳 細 ハ サ キ ニ本 誌

二嚢 表 シ タ｡

赤 血 球 沈 降反 癒 ノ・Westergren氏 法 ノ1時 聞値

テ以 テ示 ス｡

BCG接 種 ノ方 法 ノ・學 術振 興 會第8小 委 員 會 ノ

規 定 二從 フ｡
繹

結 核 菌 検 出 ハZich1-Gabbet染 色法 ニ ヨ リ鏡 検｡

肋 膜 滲 出液 中 結核 菌 謹 明 ノ・Bezangon氏 液 禮 培

地 ニ ヨ ヅテ培養 、 見 谷 ・金 井 氏 ノ注 意 二從 フ｡

ヒ ヒ上工 ≧検 査 ニノ・森 川 香 取 號(150kVp,500

mA)ト 日本醤 療SealexW-10KW水 冷 式 管

球 テ用 ヒ、 透 視 ニ ノ・Heyden/Neossa1螢 光

板30×40cmヲ 用 ヒ テ電 流2-3mA,電 歴45

-55kV
,撮 影 ニ ハ複 檜感 紙 付Kasetteテ 用 ヒ

「フィル ム」ハAgfa ,耳astman,富 士、 さ くら ノ

4種 、電 流120-150mA,電Pt55--65kV,焦

然 距 離2米 、 露 出 ソ2｡-5/t｡秒 、現 像 ノ・各 「フ{ル

ム」ノ指 定 塵 方 ニ ヨル｡

螢 光 像 撮 影 ハ、Zeiss-Ikon,Contax,Sonnerf

1・5、F50mmノ 窮 眞機 、有 馬 内科 自作 ノ固 定

暗 箱 、 さ く ら聞 接 撮 影 用 「フィル ム」35mmテ 用

ヒ、電 流50--70mA,電 歴55-65kV ,「し ンズ」

ノ焦1鮎距 離75cm,管 球 ト螢 光 板 ト ノ距 離100

em,露 出 ソ1、一 ん 秒｡「 タ ンク」現 像 ニ ョル｡
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第3章 肺結核ノ護生ニ闘スル研究

第1節 青年期 ニ於 ケル結核 ノ初戚染

1909年Hamburgeru.MontiハWienノ 學

童509名(7-14歳)ノPirquet反 磨 陽 性 率

82・5%ナ リ シ事 等 ヨ リ、人 類 ノ結 核 感 染 ノ・既 二

乳 見期 二始 マ リ、 青 春 期 二 入 ル ニ先 立 チ94%

二達 スMヒ
、Naegeli,Ghon等 ノ・成 人 ノ剖 検

二於 テ97%二 石 灰 化 竈 テ護 シ得 テ之 ヲ支 持 シ ・
　

タe然 ル ェ1923年 有馬 教授 等 ハ 同年 齢 ノ札 幌

市 學 童807名 二 於 テ42.0%ノ 感 染 率 テ塞 ゲ、

學 童 感 染 傘 ハ 地方 ニ ヨ リサ ホ ド高 カ ラズ トサ レ

Hamburger等 ノ主張 テ反駁 サ レタ ガ、 コ レノ、

其 後 多 ク ノ検 査 ニ ヨツ テ立 謹 サ レタ｡余 モ札 幌

市 學 童4374名4於 テ32.6%、 函 館 市 上級 學童

9283名 二就 テ モ37.0%二 過 ギ ザ ル づ ドヲ登 表

シタ｡

次 二Tr0ndheim學 童 ノ感 染 率 ノ・Arnfinsen

(1914)ノ 報 告 ハ37.7%、Ustvedt(1929)ノ ソ レ

ハ23.5%デ アル ガ、余 ノ・札 幌 市 學 童 デノ・13年

/

間 二42.0%ヨ リ30.8%二 低 下 シ、 ソ ノ主 因 ハ

家 族 内感 染 ノ減 少 ユ ア リ ト主 張 シ タ｡其 後 コ ノ

事 實 ハParis二 於 テLerebonUet等 モ認 メ、

Hedvallu.MalmrosハLund二 於 テ、Kρester

ノ・Westfalen/Brilon二 於 テ之 ヲ認 メ、又

America二 於 ケ ルHetherington,Myers,

McPhedran,Landis,Opie等 ノ報 告 セ ル牽 モ

極 メ テ低 イ｡北 大 學 生 ノ「ツ」陽 性 牽 モ有 馬 」 山

田、 宮 澤 、 金 井 氏(1930--1932)ノ62｡5%ヨ リ、

高 橋 、 佐 々木 、 吉 州 氏(1933-1935)ノ55.5%

二低 下 シテ ヰ ル｡

今 同 余 ハ ゴ レテ中等 學 校 生 徒 二於 テモ詮 明 スル

ヲ得 タ｡帥 チ1938年 以 降4年 間 、 函 館6中 等

校 新 入生 全 員 ノ「ツ」陽 性卒 ハ第1表 二示 ス如 ク
ノ

1938年 ノ46.8%ヨ リ1941年 ノ40、6%二 、 緩

慢 デ ハ ア ル ガ、 年 々 明 ラ カ ニ低 下 シ ッ ヅ ァ ル｡

避

第1表 各年 度新 入生 ノ2000倍 「ツ」反癒陽性奉(年 齢13-16ec)

學 校
昭 和13年 度

一_…___　

人 員i+/%

…㎜ 一 一…{
昭 和14年 度

一 …_… 一_一_

人則+i

昭 和15年 度 昭 和16年 度

%
il

人馴+・1% 人員 十1%
…

甲 高 女}266{153 57.6 266LO338・8
爵265

1101
38.2 266 109日1｡0

乙 高 女169、62 36.7 178180!44.9
i

177i59 33.3 238 92138.6
　

丙 高 女{8933 37.1 8840i45.5 94i37
…

39.4 148 60販0.5'
L一

丁 高 女1116i64 55.3 11915242.9
1

115i59
…

51.3 125 ｡54143.1・
輔

甲 中 學{237}100 36.6 劉U蝿4}268{1・8 40.2 267 116143・5
琴

乙 中 學1271}142
糀

52.4 265115} 43｡412β511201
・

45.3 269
幸

102}37｡9
}合 計1184
155懇 46.8111731504 42.9iU741484 41.2 1313 533、40.6

孝

コ レニ ヨ リ北 海 通 ノ都市 轟於 テ ハ、 學齢 期 ノ始

メ戸 リ青 年 期 ノ終 リニ 至 ル マ デ、ご 般 二初 感 染

ノ時 期 ガ邊 延 シ ツ ツ 芦 ル コ トヲ知 ・し,農 村 二於

テノ・コ ノ率 ハ更 ニ低 ク、1939年 … 農 村 ノ 高 女全

生 徒184名 二 「ツ」反慮 テ行 ツ タ結 果 ハ第2表 ノ

如 ク デ ア ツ タ｡

コ レ ゲニ ヨ リ、 成 人初 感 染 力存 在 スル コ ト、 及

第2表 一農 村高女厘徒 ノ結核感染 率

學 年 人 員陽 儲 膓 齢
1 52i 11 21.2

2 521 11i 21.2

3 42/ 「

12i

一

28.6
伽

4 381 141 36.8

合 計 184! 48 26.1
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ビ ソ レガ増 加 シ ヅツ｡アル コ ト・・容 易二想 像 シ得

ル ノテ ア ル｡

成 人初 感 染 ハ往 時極 メ テ稀 ナ リ トサ レ、 コ レハ

田 舎 二 見 ラYeル 例 外 トサ レター例 ヘ バGhonu.

Popototschnik .ノ如 キ デ アノレ｡1908年R6mer

ハPampaトBuenosAiresト ノ感 染i率 テ比

較 シ、 前 者 ノ低 卒 ナ ル コ ト、、田 舎 ノ住 民 ガ邸會

二移 住 ス ル ト結 核 ノ危 瞼 ガ大 ナ ル コ トテ嚢 表 シ

タ｡1921年Ernberg,1926年Wallgrenノ ・共

轟成 人 初 感 核 ノ結 節 性 紅 斑 テ伴 フ コ ト多 キ テ報

告 シ、1927年L60nBernardソ ・用 舎 ヨ リParis

二來 レルー 婦 人 ノ初 感 染 例a報 告 シ、 且eimbe-

ekノ 、1928年 ヨ リ薮 次 二 亙 リ、 看 護 婦 中 ノ未 感

染 者 力働 務 中 二 「ッ」反 鷹 陽 性轄 化 ヲ示 シ、 ソ ノ

中 ヨ リ結 核 ガ多嚢 シ且 ツ豫 後 不 良 ナ ル コ トヲ述

べ タ｡1928年 岡 博 士 ノ・肋 膜 病 攣 ノ病 理 解 剖 學 的

検 索 ヲ行 ヒ、 コ レカ初 期 攣 化 群 ト同側 ニ ア ル コ

ト多 キ事 實 ヨ リ、 肋 膜 炎 ハ初 感 染 後 早 期 二嚢 束

ス ル モ ノナ ラ ン ト述 ベ タ ガ、1929年 有 馬｡111科｡

不 破 氏 ノ・陸 兵 二 於 テ、1931年 小 林 博 士 ノ・海 兵 二

於 テ、 叉1932年Arborelipsハ 陸 兵 二 於 テ、共

二 兵 士 中 ニ ハ 「ヅ」陽 韓 者 ノ存 在 ス ル コ ト、 及 ビ

滲 出 性 肋 膜 炎 ガ 「ツ 」陽 韓 後 早 期 二 嚢 症 ス ル コ ト

ラ讃 明 シ タ.

コ ノ他 成 人 初 感 染 二 關 ス ル 報 告 ハ 漸 ク 多 ク、

Falk(1925),瀧 本 ・深 谷 氏 、Dickey(1932),Lees,

Nico,Vancher,TroisieretBari6ty(1934),

CourcouxetAlibert,Madsen(1935),溝 水 、

Longu｡Seibert,Lange,Scheel,Burrel,

Plunkett,Say6,Redeker(19371,熊 谷 教 授 、

BrUgger,Malmrosu.Hedval1,(1638>、 佐 々

木 ・林 ・近 藤 氏 等 、Soper&Ambersen,TrVisier

etc,Courc◎uxetBraun(1939),Ljung,Ickert,

Gerberding,Koester(1940)等 枚 塞 二 逞 ナ キ ホ

ドテ ア ル｡

余 ノ・コ づ 二 青 年 二 於 ケ ル 「ツ」陽 韓 、 及 ビ陽 轄 者

ヨ リ ノ結 核 嚢 生 ニ 關 ス ル 余 ノ資 料 ラ掲 ゲ ル ｡

第3表 「ツ ベル ク リン」反磨 陽性轄化率(甲 高女)

総人員
13年3月12日 13年7月13日 、

陰瀦 陽儲 陽陣 陽儲i陽 齢
135423

年.14235102

1527094齢

1627986

31

133

176

193

56.0

56.6

65.2

69.2・

32L56・3

142160.5
ま

1S3i67.8
　

195i70.0

4ケ 月間

17177

別 、18
120

-l

Ii266學1
-

258皿年
・

皿249

槻 別 、IV262

70

8

{113

に96

i69

105

107

12

153

162

180

157

60.5

60.9

57.6

62.8

72.4

60.0

陽轄者

111

13

166

166

181

163

合 言十1035・383 6'5263.0 676

6ご.7

65.0

62.4

64｡4

72.7

62.3

653

一…

-

Q
》

7

2

4

1

3

4

1

1

6

第3表 ノ・甲高 女 全 生徒 二4ケ 月 間 隔 二「ツ匂反 鷹

テ行 ヒ雨 同 トモ受 検 セ ル モ ノ ノ ミ ノ結 果 ヲ示 齢シ

タ モ ノデ、4ケ 月 間A63.0%ヨ リ65.3%ト

ナ リ、 コ ノ間 ノ陽 韓24名 、最 初 ノ陰性383名

ノ6.27%二 當 ノye

第4表 ノ・同 校 某 學 年 バ ニ 就 キ5同 ノ検 査 ノ結

果 デ.2年 間 ノ陽 縛25名 、 最 初 ノ陰性122名
夢

24

野陰性者

陽縛傘
㎝ … 　 一

43.5

8.83

7,451
2.32

{ 一一一

5・72」

12,50; 1

11,501

4.17

1.45
『

:i;頻

第4表 「ツ3反鷹陽性轄化率 「甲高女262名)

縄 過 年 月 陶 蛯 陰 賭 陽儲(累 計)
第3學 年7月140122

4ケ 月 後15011210
聾

9ケ 月 後157105 7(17、

1ケ 年 後163、99 6(23)

2ケ 年 後165｡97 2(25)
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ノ20.5%デ ァル｡

次 二乙 高 女 某 學 年 生 徒255名 二Vケ 月 ノ間隔 ニ

テ2同 ノ「ツ」反 慮 ラ行 ヒ、15.9%ノ 陽轄 率 テ得

タ｡最 初 上 検 査 ノ結 果17名 く全 部 「ヅ」陽 性)ノ

活 動 性 結核 ガ ア リ、 第2同 検 査 デ更 二10名 ノ

活動 性 結 核 ヲ・登 見 シ タ｡コ ノ10名 中他 ヨ リ轄

校 シ來 レル1名 ラ除 ケバ、 「ッ」陽性 群 ヨ リ ノ糞

生2名 二封 シ、 陽 轄 群 ヨ リハ7名 テ出 シ タ｡

吹 二甲 高 女 二於 ケル5年 間 ノ観 察 申、 最 初 「ツ」

陰性 ナ リ シモ ノヨ リ ノ結 核 登 生 ノ・39例 デ、 ソ

ノ最 初 ノ所 見 ヲ1938年Malmr◎s等 ノ47例 ト

比 較 スル ト ト第5表 ノ如 ク デ アル｡

第5表 「ソ」陰性 者 ヨ リ起 レル

結核 ノ最初 ノ病憂

水清

18粕,21竈染感初

ー
5

1
一一

0

25

1

ー

ーー5

0

0

39ー

覧

翫
㎞
団臨H

…昭

…＼

鵠

＼報＼髪＼病

一

106i…藍…炎膜肋

4
桝結尖肺

0

樹播行血
-

…

…

ー

ー
2

桝結腺外肺
3嘉紅性節結

ー芝十

1
楓結粒粟
型出滲

型殖培

47

1舞

"

合
es21例 中6例 ハ結節性紅斑

、1例 ハ 「プ リクテ

ン」 ヲ合併ス

即 チ初 感 染 ノ多 キ コ トハ雨 者 同様 デ アル ガ、 彼

二於テハ肋膜炎ガ少 ク、結節性紅斑 ガ著 シク多

イ｡

成 人 初 感 染 ノ病 獣 ニ ッキ、R6mer,Heimbeck り

有 馬 教 授 、 小 林 博 士 ノ他 、L60nβernard,Bu-

rre1,Ljungノ ・小 見 ノ初 感 染 二異 ナ ラズ ト.イヒ

Plunkettハ 豫 後 不 良 ナ リ トイ ヒvR弓 ◎ekerハ

成人 初 感 染 ノヱ 像 ハ、 小 見 ノ滲 出性 乾 酪 性 初感

染 肺 疹 二似 タ ル ハ少 久 多 ク ハ青 春期 途 進Na・

chschubimPubert批salterニ ネ目當 ス ル新 ラ

シ キ孤立 性 浸 潤 或 ハ血 行 性 播 種 型 デ ア ル トイ ヒ

Koesterハ12例 ノ初 感 染 中、 血 行性 播 種 ノ軟

化8、 滲 出型4ニ シテ、 何 レモ肺 門腺 ノ・侵 サ レ

ズ 経 過 ハ急 性 、 豫 後 ノ・不 良 ナ リシ トイ フ｡

余 ノ経 験 二於 テ ハ成 人 初 感 染 モ ソ ノ嚢 見 ノ時 期

早 ケ レバ、 小見 初 感 染 二 異 ナ ラズ、 種 々 ノ病 型

テ見 ルノ・、 感 染 ヨ リ嚢 見 マ デ ノ時 期 ニ ヨル コ ト

大 ナ リ ト考 ヘ ラ レル｡

尚 余 ノ39例 中纏 過 観 察 中 ノIQ例 テ除 ケバ、治

癒 セ ル モ ノ14例 、 病 勢 進 展 叉 ハ死 亡 セ ル モ ノ

15例 デ、 約 半 撒 ノ・豫後 不 良 デ アル｡

以 上 轟 ヨ リ青 年 期 結 核 感 染傘 モ サ ボ ド高 キ モ ノ

ニ ア ラズ、 而 モ年 次 的 二低 下 ノ傾 向 テ有 シ、結

核 初 感 染 ハ青 年 期 二 於 テ モ刻 々 ト行 ハ レツ ツ ア

リ、 ソ ノ病 状 モ小 見 初 感 染 二相 似 タル コ トガ知

ラ レル｡併 シナ ガ ラ成 人 初 感 染 ノ豫 後 ハ學童 初

感 染 二比 ス レバ遍 カニ不 良 デ アル｡

第2節 青年期 ニ於 ケル肺結核 ノ凝見

健 康 相談 所 ノ登 達、 レ ン トゲ ン墨 ノ進 歩 、 及 ビ

ソ レ ニ 俘 フ 早 期浸 潤 ノ新 墨 設 ハ、 無 自箆 性 結

核 嚢 見 ノタ メニ、 所 謂 健 康 者 ノ定 期 診 査 、 集 團

検 診 ノ働 行 ヲ促 シタ｡郎 チ新 墨 設 ノ首 唱 者 タ ル

Assmann,Redeker,Simon,Br乞uning,Lydtin,

Ulrici等 ノ・、 肺 結 核 ノ始 マ リナ ル早 期 浸 潤 へ

自覧 症=状、 理 學 的 所 見 テ訣 キ、 赤 沈 モ正 常 ナ ル

コ ト多 ク、 タ 賓 ヒ検 査 ノ ミ能 ク 之 ヲ 登 見 シ得

ル｡從 ツ テ結核 患 者 家 族 、 感 染 ノ危 瞼 二曝 サ レ

テ ヰ ル モ ノ、集 園生 活 者等 ニヱ 序 列 検 査 ラ行 フ

必 要 ガ ア ル トシ、Kayser-Petersen,Kattentidt

等 ノ・學 生 ノ大 規 模 ナ上 検 査 テ實 施 シタ｡

本 邦 二於 テ モ有 馬 教 授 ハ夙 二集 團 二於 ケル 「ツ」

反 慮 玩 ヒ検 査 ル不 可鋏 ナ ル コ トテ強 調 サ レタ｡

余 モ今 日迄 多薮 ノ集 検 二於 テ常 二「ヅ」反 慮 テ全

員 二、 」∠検 査 ハ全 員 又 ハ少 ク トモ「ツ」陽 性 全員

二行 ツ テ ヰ ル
｡併 シ實 際 上 多人 撒 ノ透 親 ノ・、從

事 者 ノ上 宿 酔 テ結 果 ス ル.

近 年 古 賀 博 士 、deAbreu,Holfelder,Janker

等 ノ螢 光 像 撮 影 法 ノ臨 殊 的 慮 用 ニ ヨ リ、 集 検 ノ
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方 法 ノ・一髪 シ タ カ ノ観 ガ アル｡Berner等 ハ コ

レニ ヨ リMecklenburg二 於 テ64萬 人 ノ業 績

テ 生 ムニ至 ツ タ｡本 邦 デノ・古賀 博 士 二 次 イデ

相 川 博 士 、 余 等 、 今 村 教授 、 清 野 中佐 等 ノ嚢 表

後 各 地 二行 ハ レ、 余 等 ノ撮 影 敷 ハ 昭和16年7

月迄 ニ テ約8萬 人 テ超 エ タ｡但 シカ カル普 及 ト

同時 ム、 常 二之 ガ改 良 ラ企 ツル コ トガ必 要 デ ア

ル1!o

/次
二諸 學 者 ノ集検 ノ成 績 ヲ瞥 見 ス ル ト、Br乞u-

ningハ4789名 中早 期 浸潤14、 肺 尖 結核28、

其 他148テ 報 告 シ、Kayse「 ・'Pete「senハUniv.

Jenaノ 學 生13467名 中47名(0.35%)ノ 開 放

性 結 核 テ嚢 見 シ、Kattentidt及 ビRubinstein

ノ・Univ.MUnchenノ 學 生10315名 中35名

(0.34%〉 、Krauseu.Gautenbergノ ・Univ.

Mifnsterノ 學 生2778名 中17名(0.61%)、

Riemerノ ・1923名 南8名(O.42%)ノ 開 放 性 結

核 ヲ報 告 シ、Soper&Wilsonノ ・YaleUniv.

ノ新 入生3152名 中19名 ノ肺 尖 結核 ト12名 ノ

鎖 骨下 病 憂 テ見 、Franzu.Mifllerノ ・38000人

ノ兵 士 中1.68%ノ 活 動 性 結核(孚 撒 ノ・開放 性)

Hauserハ1%ノ 肺 結 核 ヲ嚢 見 シタ.叉1ヨedvall

u.Malmrosノ ・Uinv.Lundノ 學 生967名 中

25名(26%)ノ 活 動 性 結核(内10ノ ・開 放 性)ト42

名 ノ要 注 意 者 ヲ嚢 見 シ タガ、 後 者 ノ ソ、ノ・後 二

活 動 性 二進 展 シタ トイ フ｡Stiehmノ ・Wisconsin

Univ・ ノ學 生5313名 中0.35%ノ 活動 性 結 核

テ報 告 シ、Ferguson,Myers,ShepaFd;Lees

&Stiehmハ85428名 ノ學 生 中 二491名(0.57

%)ノ 肺 結 核 テ嚢 見 シテ ヰ ル｡

次 二本 邦 青年 ノ集 検 報 告 テ見 ル ニ、 有 馬 ・山 田

氏 ノ・1580名 ノ生 徒 中初 感 染66、 肺 尖 結 核20、

早期 浸 潤17、 其 他39テ 、有 馬 ・山 田・宮 澤 ・金 井

氏 ノ・1253名 ノ北 大 學 生 中、肺 門 結核5.4%、 播

種 型4.3%、 早 期 浸 潤 及 其績 畿症 獣3.9%テ 、

高 橋 ・佐 々木 ・吉川 氏 ハ 同 ジク1171名 中肺 門結

核39、 肺尖 結 核8、 早 期 浸潤8、 」曾殖 型8ラ 嚢 見

'シタ
｡小 田教 授 ノ・皇 北 ノ學 生 々徒1458名 中初

感 染及 肺 門結 核126、 肺尖 結 核12、 早 期 浸 潤19

其 他11ヲ 報 告 シ、 熊 谷 教 授 ノ・師 範 生徒3618名

申初 感 染32、 肋 膜 炎18、 肺 尖結 核13、 早 期 浸

潤6、 血 行 播 種5、 其 他26ヲ 登 見 シ、 今村 教 授

ノ・1403名 ノ生 徒 中肺 門 結 核6 、 肺 尖 結 核4、 早

期 浸潤6、 其 他20テ 報 告 サ レ、稻 田 ・江 場｡岩 田

氏 ノ・東 大 學 生510名 申肺 門結 核7、 肺 尖 結 核18

早 期 浸 潤8、 其 他25テ 嚢 見 シタ.

以 上 ヲ通 観 スル ニ、 病 型 分 類 ガ隔 々 ナル タ メ確

言 シ得 ヌ ガ、 初 感 染 結 核 力最 モ 多 ク、 早期 浸 潤

ト肺 尖 結核 ノ雨 者 ガ 多 イ ヤ ウ デ アル｡

肺 結核 ノ分 類 ハ古來 多 ク ノ墨 者 、 臨躰 家 ニ ヨ ヅ

テ試ilラ レ、 ソ ノ形 式 ハ35テ 超 エ ル ガ、 要之

Bard-Pi6ryノ 臨 躰 的 分 類 、Turban-Gerbardt

ノ病 竈 ノ大 サ ニ ヨル 分 類 、Albrecht-Fr5nkel ,

Gr5ff-Ktipferleノ 病 理 解 剖學 的 臨 淋 的 分 類 、

Redekerノ 病 勢 ノ進 展 ニ ヨル分 類 、Ulriciノ 臨

躰 的 分類 等 ガ主 ナ ル モ ノ デ アル｡

本邦 二於 テ モ佐 多博 士 ノ病 期 及 免 疫 観 ニ ヨ ル分

,類 、 有 馬 教授 、 緒 方 教 授 、 金 子 教 授 ノ病 理 解

剖 墨 的 分 類 熊 谷 教 授 ノ レン トゲ ン學 的 臨 躰 的

分 類 等 ガ アル ガ、 余 等 ハ特 二 集 團 検診 用 ト シ

テ今 同 一 ノ レ ン トグ ン 學 的 臨 躰 的分 類 ヲ試 ミ、

タ｡

有馬丙科分類(集 検用一1940年)・

1.y所 見 ナキ開放性結核

2.初 感染結核

a)新 鮮初感染浸潤

b)新 鮮初期攣化群

c)肺 門腺結核

3.肺 尖結核(粟粒、浸潤、癒痕等)

4・早期浸潤(中 心明化、打抜室洞等テ含ムト

5・血行性播種(肺尖二限局 スルモノヲ除 ク>

6.急 性粟粒結核

7.乾 酪性滲出性肺結核

8.増 殖性肺結核

9.混 合性肺結核

10・硬化性肺結核

11・滲出性肋膜炎

非活動牲結核 ノ分類ハ別二定 メル｡1ノ ・嚇 爽其
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他病的材料 生培養検査ヲ重覗 シテ新設 シタノデ

アル｡肺 尖 ノ範園ハ背腹位撮影 二於 テ鎖骨ヲ含

ム上葉 ハ 領 域 トスル｡室 洞ハ合併症 トシテ扱

フ｡

本 分類 法 モ未 ダ充 分 トハ言 ヘ ヌ ガ、 余 等 ノ、集 検

二 限 リ本 法 ヲ探 用 スル コ ト ト シタ｡本 論 文 デモ

然 ウデ アル｡

次 二余 ガ青 年 ノ 集 検 二 於 テ 得 タ ル 知 見 ヲ述 ベ

ルレ 齢o

昭和12年 余ハ函館 ノ中等校生徒1230名 中二初

感染結核32、 早期浸潤9、 早期播種5子 嚢見 シ

青年二於テモ墨童 ト同ジク初感染型 ノ多キコト

ラ知 ツタ｡叉 同14年 一農村 ノ高女生184名 中

第6表 百貨店女店員螢光像並大撮影成績(15-30歳 、572名)

二、 初期 攣化 群1 、肺 尖 浸 潤1、 血 行 性播 種1ラ

嚢 見 シタ ガ、コ ノ内第1例 ノ・「ツ」陰 性 デ ア ツ タ♂

同 年 余 ハ小 學 校 教 職 員 ノ集 検 テ行 ヒ、 コ ノ内30

歳 以 下 ノ青 年 教 員198名 中 ヨ リ肺尖 粟 粒2、 早

期 浸 潤1ヲ 見 タ｡

翌15年 某 女 專生 徒114名 中 二肺 尖 粟 粒1、 肺 尖

浸潤1テ 嚢 見 シタ｡コ ノ第1例 ハ後 二鎖 骨 下浸

潤 現 レ、 第2例 ト共 二治 療 申 デ アル｡更 二同校

ヨ リ後 二滲 出 性 肋 膜 炎1デ 見 出 シタ カ本 例 ノ・治

癒 シタ｡コ ノ3例 ハ共 二女 墨 校 時 代BCG接 種

テ受 ケザ リ シモ ノデ ア ル｡、

農 漁 村 、 炭 磧 地 二於 ケ ル集 検 生成績 ノ、サ キニ本

誌19巻4號 二嚢 表 シタ｡

一 審 翫

年 齢

「レ ン トゲ ン所 見」
16 、引 、8

…

19 20 21→25 計 %

初 感 染 ・ 浸 潤 L}1 1 0.2
㌔ ダ

初 期 愛 化 群 コ
ili 1 2 0.3

肺 門 腺 結 核1311
　

1 5 0・9

F肺 尖 結 核 …2 {

2 3 1{1 1 10 1.7

早 期 寝 潤i 1 i1 2 0.3

血 行 性 播 種1 12 1 3 0.5

滲 出 性 肺 結 核{
{一 一一 …

2 1 1 4 0.7

混 合 性 肺 結 核i 1 1 0.2

合 計2 8i6 3{4 5 28 4.9
正

第6s表 ハ某 百 貨 店 ル30歳 未 満 ノ女 店 員572名

二於 ケ ル集 検 ノ結 果嚢 表 サ レ タ患 者 デ、縮 撒28

名 、4.9%占 メ肺 尖結 核 ガ最 モ多 ク、 初 感 染 結

核 力之 二次 グ、年 齢 ノ・凡 テ25歳 以 下 デ、 室洞

ラ有 ス ル モ ノガ3名 アル｡

第7表 ハ 甲高 女 二於 テBCG接 種 事 業 ヲ開始 ス

ル直 前 二、 全 生 徒1035名 中 「ツ」陽 牲全 員652

ユ封 シ之 透 親 及 ビ撮 影 ヲ ナ セ ル結 果 デ、 活動 性

結 核 ハ35名 、 全生 徒 ノ3.4%、 「ツ」陽 性 者 ノ

.5.4%二 當 リ、 百 貨 店 員 ノ場 合 ト相 似 テ初感 染

結 核 ガ最 モ多 ク、 肪尖 結 核 力之 二次 イデ ヰ ル｡

非 活動 姓 結 核 ハ 特 殊 ノ 病攣 ノ ミテ 掲 ゲ タ ガ、

Simon氏 竈 ガ9例 テ激 ヘ ル｡叉 肺 尖 結 核 中 ノ1

例 ハ 内臓 全 轄 位 症 ラ合併 シテ ヰ ル｡

第8表 ハ 同高 女 二於 テ、BCG事 業 開 始 後 満2

年 二於 ケル全 生 徒 卦 撮影 ノ成 績 デ アル｡活 動 姓

結 核 ノ・31名 、2.9%ト 稽 ヒ減 少 シテ ヰ ル ガ、之

・・1071名 中 二含 マ ルルBCG接 種 者358名 中

ヨ リ1名 ノ登 生 モ ナ カ ツ タ コ トニ因 ル モ ノデ ア

ル｡前 同 二比 シ興 味 ア ルノ、初 感 染 結 核 ノ激 減 デ

ア ル ガ、 之 モ 「ツ」陰 性 者 ノ大部 二封 ス ルBCG

接 種 ニ ヨ リ、 自然 感 染 ガ防 止 サ レタ コ トニ因 ル

モ ノデ アル｡爾 今 同 「ツ」陽 性 群 ノ罹 患i寧ハ601

名 中24名 、4・0%デ ア ツ テ、 「ツ」陰 性BCG非

接 種 群 ノ112名 中 τ名、6.3%二 比 シ著 シ ク低

ク、 又 螢 光像 撮 影法 ノ透 覗 法 二優 レル読 左 トシ

テ、 肺 尖結 核 ノ檜 加 ガ見 ラ レル ニ モ拘 ラズ、 前

同 ノ 「ツ」陽 性 群 ノ羅 患 率5｡4%e一 比 シ4.0%
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第7表 「レントゲ 》/」序列透覗、大撮影再検査成績(甲 高女昭和13年5月)

＼ …_年 齢＼ ＼
_、、、、

～巳、

「レン トゲ ン所見」'＼
13 14 15

;
16117

…

…

18合 計

li

%

初 感 染 浸 潤 ;
間…

11110.2
… き

初 期 攣 化 群 、2 11 30.5

肺 門 腺 結 核 4 211 3 1 11i1・7

肺 尖 結 核 1 ｡12 3 1 8!1潟
}一

早 期 寝 潤 瀞
{

一 一1

1}

11

2 1 3
iO

.5

血 行 性 播 種
撫1

1 ,1 4 0.6

滲 出 性 肺 結 核 1 } 2 0.3

　 　 一

活

動

性

結

桝一

一

非

培 殖 性 肺 結 核 t 0 一

混 合 性 肺 結 核 1・ 1 0.2

硬 化 性 肺 結 、核 1 レ
0 馴繍脚口一卿

.

活
動
性

一

滲 出 性 肋 膜 炎 1i 1 0.2

脊 椎 カ リ エ ス 1i / 1 0.2
o

計 0 7 717 10 4 35 5.4
}

ジ モ ン 氏 竈 3 2 2 1 1 9 1.4

多 登 性 石 友 化 竈 1 2 3 0.～

一 肋 膜 癒 著
、腓 脂 1 2 3 0.5

計 0 4 2 3 5 1
産

15 2.3

其 他 31 122 1671183 9217 602 92.5

合 計 31 133 1761193 107}12i652 100.0

第8表 「レン ト.ゲン」螢光像撮 影、大撮 影再検査成績(甲 高女昭和15年6月)
昭

ll%

き
_　 }{-

0.1}
}_噂

0.3

i1
.2レ

io・3

0.3

i0

.3
ζ

0.2

一

}0.1i

ト ー繭{0｡1

1-2 .8

0.8

0.3

lo .4
{

i1・5

195.6
iloo｡o

合 計

1

0

3

14

3

3

3

2

0

1

0

1

31

9

3

4

16

24

71

10

10

18

3

3

2

2

76

創

17

'

5

2

1

墾

-

1

11

1
磁

1

199

211

16

41

Q
ψ

9
淘

4三

15

{
[

2

0δ

1

9
鐸

9

1

1

1

3

253

7

3

3

6

238

265 251

14

AU

1

9
伸

3

224

227

13

1

4
ニ

ー

1

糾

36

㎞＼

「レ ン トゲ ン」所 見

年 齢
＼ 、

＼

潤

群

核

核

潤

種

核

核

核

核

炎

ス

蜜
一
竈

砥

渡

化

結

播

結

結

結

結

膜

工

氏

化

腓

地

拳

腺
結
寝
㌔

肺
肺
肺
肋
-
計

誌

譜

性

性

性

性

性

力

性

癒

尖

期

感

期

門

行

出

殖

合

化

出

椎

モ
螢

膜

初

初

肺

肺

早

血

滲

墳

混

硬

滲

脊

ン
多

肋

其

活

動

性

結

核

非
活
動
性

計合
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ト低 下 セル ハ、2年 間 二於 ケル封 結 核 策 ノ数 果

テ示 スモ ノ トへ言 ル｡殊 二聖 職 下 結 核 ノ激 檜 ノ

見 ラ レル 時代 二於 ケル カ カル成 績 ハ、 結 核 早 期

嚢 見 ノ重 要性 テ立 諺 シテ鹸 リ アル モ ノデ ァ ル｡

第4章BCG接 種 ニ關スル研 究

(本研究ノ・日本學術振興會第8小 委員會 ノ事業 ノー部 ナリ)｡

結核 二於 ケル免 疫 ハ他 ノ傳染 病 二於 ケル ト同檬

二、 感 染 ニ ヨツ テ… 定 度 ノ免 疫 テ得 ラ レル コ ト

ハ、Koch,R6mer,等 ノ實験 以 東 、Hamburger,

Ranke,佐 多博 士 、Beitzke,Lange,Ickert等

幾 多 ノ學 者 ニ ヨ ツテ 研 究 ガ 積 マ レ、 叉 コ レ ト

「ア レル ギ ー」ト ノ關 係 二就 テ モ上 記 諸 家 ノ他
し

Bieling,Schmincke等,更 二 結核 再 感 染 ト免 疫

ノ問題 二就 テ モ コ ノ他 多藪 ノ病 理 學 者 、細 菌 學

者 、臨 林 家 ノ手 ニ ヨ ツテ業 績 が嚢 表 サ レテヰ ル｡

カ カ ル 自然 感 染 ニ ヨ ル免 疫 ノ他 二 、人 工 的 二結

核 免 疫 ヲ賦 與 セ ン トス ル研 究 モKocn以 來 多

ク ノ経 験 ガ積 マ レテ ヰ ル ガ、 コ レラニ就 テノ、コ

コデ ハ燭 レナ イ｡

1921年CalmetteetGu6rinハ 牛 型 結 核 菌 テ

牛 膿 汁 加培 地 二 縫 代培 養 シテ 得 タ1ノ 弱 毒菌

BCGラ 登 表 シタ.多 ク ノ學 者 ハ 之 ガ毒 力 試 験

ヲ試 ミ、 特 一一=BCGノ 毒 力 恢 復.換 言 ス レバ ソ

ノ毒 力 循環 ノ有 無 二就 テ幾 多 ノ實 験 ガ繰 返 サ レ

Kraus,hange,Gerlach等 ニ ヨ ツ テ、BCGノ

弱毒 ニ シテ毒 力 循環 ノ認 メ ラ レザ ル コ トガ明 ラ

カニ ナ ヅ テ、 始 メ テ各國 二於 テ用 ヒ ラル ルニ 至

ツ タ｡

1938年 日本 學 術振 興 會 第8小 委 員 會 二 於 テ、

BCG接 種 ノ研 究 ガ開 始 ザ レ、 委 員 ノ1人 有馬

教 授 ハ北 海 道 ニ於 ケ ル之 ガ研 究 テ澹 常 サ レタ｡

コ ノ時 余 ハ函 館 市 二於 ケル 中等 以 上 ノ墨 校12

校 生 徒 二封 スル實 施 ヲ命 ゼ ラ レ、接 種 開 始 以來

満3ケ 年 ヲ縄 過 シ タ｡=コ ニ掲 ゲ ル ノノ・ソ ノ12

校 ノ内 ノ1高 等 女 學校1甲 高 女)二 於 ケルBCG

接 種 ル成 績 デ ァ ル｡勿 論 本 研 究 ノ・爾績 行 中 デ ア

リ、 余 等 ノ経 験 モ年 ガ淺 イ ノデ アル カ ラ、BCG

ノ数 果 、 有 数 期 間等 二就 テ断 定 ス ル コ トハ差 控

ヘ タ イ｡タ グ本校 二於 ケ ル成績 テ記 載 シ、 今 日

迄 ノ経 験 テ述 ベ ン トス ル モ ノデ アル｡'

「ツ」反 慮 ノ術 式 ハ 既 述 ノ如 クデ アル
｡

BCGハ 阪 大 竹 尾 結 核 研 究部 及 ビ 東 大 傳染 病研

究 所 ヨ リ分 譲 ∂受 ケ、 有 馬 教授 ノ保 管 監 理 セ ラ

レル モ ノ デ ァル｡BCG「 ワ ク チ ン」調 製 方 法 ノ・

「墨第22小i委 分普 第6號 附 録1」 ニ ヨ リ
、北 海道

騰 衙 生 試 験 所 二於 テ有 馬 教 授 監 督 ノ下 二今 井博

隆 衛 生 技 手 ガ調 製 シタ モ ノデ アル｡「 ワ ク チ ン」

ノ・使 用 ノ前 日製 造 シ、 即 夜 客 車便 ニ テ札 幌 ヨ リ

嚢 逮 シ、 翌 早 朝 函 館 二於 テ受 取 リ、 氷 室 晶保 管

シテ當 日中 二使 用 スル コ ト ト シタ｡郎 チ常 二製

造後24時 間 以 内 二接 種 ス ル コ ト ト シ タ ノデ ア

ルレe

第1節BqG接 種後 ノ「ツ」反癒陽性縛化

昭 和13年7月 當 時 ノ鹿 校 生 徒1035名 ユ 封 シ

2000倍 及 ビ100倍 「ツ」反 癒 ラ行 と、 陰 性 者 申
も

169名 二BCGO.02彪 テ皮 下接 種 シ、14年5月

新 入 生 二 同様 「ツ」反 慮 テ行 ヒ78名 及 ビ前 年 陰

性 者 中 希 望 者 二「ツ」反 癒 再 検 ヲ行 ヒ3名 二BCG

O.005瑳 ラ、更 二15年5月 新 入生 二2000倍 「ツ」

反 慮9行 ヒ147名 、 及 ビ前 年 陰 牲 者 中希 望 者 二

「ツ」反 慮 ヲ再検 シテ22名 二BCGO.02薩 テ接

種 シ、 合 計419名 ノ「ツ」反 慮 陰 性 者 二BCGヲ

接 種 シ タ｡

接 種 者 晶 ハ適 當 ノ間 隔 ニ テ 「ッ」反 慮 テ反復 シ、

ソ ノ陽性 轄 化 テ検 シタ｡ソ ノ陽 性 牽 ノ・第9表 二

示 ス如 クデ ァル｡.
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第9表BCG接 種後 バ ツ」反磨陽性轄化(左項 ハ検査敬、右項 ハ陽性 数)

(A)昭 和13年7月BCGO.02選i接 種 者

入學年度
蓄

接種人員 3ケ 月後 7ケ 服1・ ・ケ服 ・6ケ酬22ケ 服131ケ 服

昭 和10 39 38-38 26-24 8-8 10-・10i 1

11 30 28-27 11-11 17-17 24-24 8-7 5-・3

12 52 52-52

48-45

.40--37 46-45 38-38 39-38 28--26

13 48 37-35 姓 一43 43-43 40-・36 3〔ト34

合 計 169

需

166-162 114--107 115-413 115--115 87-81 69-63

陽 性 率 97.6 94.0 98.4 100.0 93.2 9L3
」

(B)昭 和44年5月BCGO｡005瑳 接種 者

入學年度 接種人員 4ケ 月倒6ケ 服 12ケ 月後 24ケ 月後

昭 和13 3 3・-3;2-2i1-1
}

14

一
78 7←59

一
75-64 74-46; 71-50

合 計 81 74--59

一
78-67

一
76--48

一
73-51

陽 性 率 79.8 i86.0 163 .21 69.9

(C)昭 和15年5月BCGO.02地 接 種 者

入學年度 接種順}・2ケ 月後

昭 和14 22{22-18

147135・-10415
一購合 計

169{157一 撚

陽 性 傘 「一 一77.8

郎 チ13年 度 接 種 者 轟於 テノ・3ケ 月 後97｡6%ガ

陽韓 シ、爾 後94｡0%、98｡4%、100.O%、93.2

%91.3%ト 言 フ如 ク高 率 ナ陽 性 ラ示 シ タカ、

14年 度 二 於 テハ79.8%、86.0%、63.2%、

69.9%、15年 度 二於 テノ・77.8%デ 、13年 度 二

比 シー 般 二{騨 デ アル｡コ レハ 主5シ テBCG

ノ菌 株 ラ異 ニ スル タ メ ト考 ヘ ラ レル｡!註;13年

度BCG菌 株 ノ・阪 大 今 村教 授 保存 ノモ ノ、14年
な

度拉二15年 度ハ傳研佐藤教授保存菌株ラ使用

シタ)｡

何 レニ セヨBCG接 種…ヨリ從束陰性ナ リシ

「ツ」反慮 ガ可成高傘二陽性轄化テ示 シ、 ソノ菌

株及ビ接種量ニヨツテハ相當長期間(本 實験二

於テノ・約3年 間)陽 性テ持績 スルモノデアルコ

トヲ知ル｡

次二BCG接 種後早 キノ・3週間、 逞キノ・3-4

ケ月後、接種局所二硬結、膿瘍又ハ潰瘍 ラ生ズ

≠

ル コ トガ アル｡硬 結 ハ 之 ラ ヨク揉按 スル コ トニ

ヨ ヅ テ潰 失 スル コ トガ多 イガ、 時 ニハ軟 化 シ テ

寒 性 膿瘍 ラ形 成 スル｡コ ノ膿瘍 ハ穿 刺 排膿 ニ ヨ

ツ テ治 癒 スル モ ノモ アル ガ、 時 ニハ 自潰 シテ定

型 的 ナ結 核 性 潰瘍5ナ リ、 ソ ノ直径 ガ約50粍

晶達 スル揚 合 モ ア リ、 治 癒 二當 リ著 明 ナ蔽 痕 チ

貼 ス コ トガ多 イ｡

潰 瘍 ト錐 モ太 陽燈 照 射 及 ビ混 合感 染 防 止 ニ ヨ リ

形 成 後3乃 至6ケ 月 ニ シテ多 クノ・治 癒 ス ル｡昭

和13年 度 接 種 者 二於 テノ・、169名 中45名 、26.6

%二 硬 結 ヲ、17名 、10.0%二 膿 潰 瘍 ヲ生 ジタ

ガ、14年 、15年 度 接種 者 二於 テノ・1名 モ見 ナ

イ｡コ ノ差 異 モ使 用 菌 株 エ ヨル モ ノ ト考 ヘ ラ レ

ルレ ＼e

然 ラバ カ カル局所 慶 化 ノ有 無 ト、 「ツ」反 慮 陽 韓

李 トノ關 係 ハ 如何 ト君 フニ、 第10表 二示 ス如

ク、 局 所 慶 化 テ生 ゼ シモ ノ ノ陽轄 奉 ハ、 山 般 二
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憂 化 ナ キ モ ノニ比 シ高 傘 デ アル｡

第10表 接種局所愛化 ノ有無 ト陽性轄化率(昭 和13年BCGO｡02彪)
幾

種 別
無 憂 化 局 所 憂 化.

無 憂 化
陽 性 率

硬 結 隙 潰瘍
…

計{
昭1陽 性 卒

i嶽 尉 ・・7 45117 62
1へ

3ケ 月 後105-102 97・1隆 一 娼 17-17i61-60 98.5
一_1_

7ケ 月 後i80-76 95.0 25-24

一
9-・7 34-31 91.2

10ケ 月 後1 71-69 97.2 28--28 16-・16 44--44 100.0

16ケ 月後一 71-71
i」00・0

29-29

}

15-15 44-44 100.0

22ケ 月後一 153-47 88.7 19-19 1与一15 34--34 100.0

31ケ 月後141-36 87.8 り7-17 U-10i28--27
一

96.5

第2笛Bcq接 種後 ノ結核登生

(本節 ル要旨ノ・昭和16年4月 禮岡二於ケル第19同 日本結核病學會練會二於テ、

有馬・金井｡清水・笠井｡近藤 「BCG接 種後 ル嚢病調査報告、第1報 」ノー部 トシテ

登表セ リ〉｡

「ツ」反 慮 陰 性 ノ モ ノガ 青年 期 二於 テ初 感 染 テ受

ケ、 ソ ノ中 ヨ リ極 メ テ高 李 ニ結 核 ノ嚢 生 スル コ

レ 概 述 ノ如 クデ アル｡BCG接 種 ノ 目的 ガ 自

然 感 染防 止 ニ ヨ リ テ結 核 ノ嚢 生 テ豫 防 スル ニ ア

ル以 上 、 ソ ノ数 果判 定 晶際 シ最 モ重 要 ナル コ ト

ノ・、BCG接 種 者 二結 核 ノ嚢 生 ア リヤ、 若 シア

リ トス レバ ソ ノ率 ハ如 何 、 コ レテ封 照 二比 較 ス

レバ如 何 、 而 シ テ ソ ノ豫 後 ハ如 何 等 ノ問題 デ ア

ル｡本 節 二於 テ今 日迄3年 間 ノ検 査 成 績 二就 テ

述 ベ タ イ ト思 フ¢

甲高 女 二於 テ、昭和13年7月BCG接 種 開始 當

時 ノ在 校 生 及 ビ昭和14、15雨 年 度 新 入生 ノ合

計 ノ・1596名 デ アル｡コ ノ内BCG接 種 テ受 ケ タ

モ ノノ、419名s「 ヅ」陰 姓 ナ ル モ接 種 テ受 ケザ ル

封 照 群 ノ・180名 、 検 査 當 時 既 二 「ヅ」陽性 ナ リシ

モ ノ959名 、 鋏 席 、 休 學 等 ノ事 故 ニ ヨ リ「ツ」反

癒 検 査 ラナ サザ リ シモ ノ38名 デ アル｡:レ ラ

ノ4群 二於 テ、 昭 和13年7月 ヨ リ16年6月 迄

満3年 間 二嚢 生 セ ル患 者 ハ 縮 撒93名 デ ア ツテ、

コ ノ93名 二精 密 ナ ル レ ン トゲ ン検 査 テ反 復 シ

テ、 豫 後 不 良 ナ ル モ ノ34名 テ得 タ｡即 チ コ ノ

期 間 二於 ケル生 徒 ノ平 均 罹 患 卒 ハ5.83%デ ソ

ノ内豫 後 不良 ナ ル モ ノハ36.6%デ アル｡病 型

ヨ リ見 レバ、 肺 尖 結 核 ノ24名 、 初 感 染結 核 及

ビ肋膜 炎 ノ各 々23名 ガ著 シ ク多 久 早 期 浸 潤

ノ・1名 、早 期 播種 ハ3名 、慢 牲 肺 結 核 ノ・11名 デ

ア ル δ

コ レテ前記4群 二 分 類 シ タ ■
.ガ第11表 デ アル｡

登Pチ本 表 ラ見 ル ニBCG接 種 群419名 中 ヨ リ壷

生 セ ルハ 初 感 染 浸 潤 ノ1例 バ デ而 モ進 展 セズ

罹 患 卒 ノ・0.24%二 過 ギ ナ イガ、 封 照群180名

中 ゴ リハ23例 、12.78%ノ 嚢 生 ヲ・見 、而 モ ソ ノ

内9名 、39・1%ハ 豫 後 不 良 デ ア リ、罹 患 李 ハ接

種 群 ノ約53倍 二 當 ル｡「 ヅ」陽 性 群959名 中 ヨ

リノ・57名 、5.94%二 嚢 生 シ、 ソ ノ角23例 、

40・4%ハ 豫 後 不 良 デ アル｡「 ツ」不 検 群 ハ ソノ

性 質 上 結 核 ノ多 キノ・當 然 デ、罹 患 寧 ハ31｡58%

進 展 率 ハ16・7%二 上 ツ テ ヰ ル｡

即 チ本 表 二sツ テ、BCG接 種 群 ヨ リ ノ 結核 毅

病 ハ例 外 的 少 撒 デ アル ニ 反 シ、 封 照 群 二於 テハ

歴 倒 的 二高 傘 テ示 ス コ トテ知 ル ノデ アル.本 調

査 二當 ツ テ余 ハ全 校 生 徒 二封 シテ常 轟 レ ン トゲ
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第11表BCG接 種者及非接種者 二於 ケル結核 ノ蛋生及 ビ豫 後 ノ比較(甲 高女)

-

闘

＼ 種 別1
「レントゲ薪 露＼

＼ 醐 晦

BCG

I

i封,照
ぽ ツ」陽性者

F

「ツ」不検 査
合 計

一 明「…`

例鞠 進展例釧 綴
鴨

瞬 進劇 例酬 齪
初 感 染 浸 潤rO212121 1411

1

7 4

初 期 愛 化 群 、{顧Ol
1

1 0

肺 門 腺 結 核1[5216iO・4
…

0

0

15 2
{肺 尖 結 核
・132…192

i

ili
7i 24 9

早 期 浸 潤111 1 1

早 期 播 種
レ

1i ・011 1i1 1 3 2

滲 出 型
1

H1 1!81 5 2 0 11 6
蓮}増 殖 型i{i1

0 、3 2 4 2

混 合 型!{2 1
6

2 2 4 3

肋 膜.炎i,{7 1;13 3 3 罫1 23 5

活 動 性 結 核 計i123157 12 93
㎝{…

進 展 セ ル モ ノ 計

一 ρ一 一

______._1____

0
　 　 一 一{由_一 昭

419

9123 2
㎝ 一

3↓
一}㎝ 　 P脚

1596
}一{

検 査 総 人 員
}_

一一 ㎝{
180{959 38←

罹 患 李 0.2412,785.94

儲:18-一

　 一}{

5｡8:3…一遙∴{海}}}蚕 †…=「
39.1140.い 36.6

ンテ騙使 シテ充分 ナル観察テツヅデテ束 タノデ

亨ル0

8CG接 種 後 ノ結核 嚢 生 二就 テノ・、Heimbeck以

來 本 邦 二於 テ モ今村 内科 、 傳 研 、 小 野 寺 内科 、

(…涌
三
ケ
年
朝
榊察
)

佐 々 内科 等 多撒 ノ報 告 ガ アル カ、 ソ ノ殆 ン ド凡

テ ノ報 告 ガ少 歎 例 ノ観 察 デ アル カ ラ、 コ コニ ノ・

省 略 スル｡筒 ホ余等 ノ協 同研 究 者近 藤 ガ最 近 本

誌 上 二嚢 表 セ ル ト コロ テ参 照 サ レタ イ｡

第5章 肺結核ノ進展二關スル研究

第1節

叡i述 ノ如 ク1882年Kochハ 結 核 ノ氣 道感 染 テ

唱 ヘ タガ、1902年Behring・ ・肺 結核 ハ孚L幼見

二於 テ牛 乳 等 申 ノ結 核 菌 ガ消 化管 ヨ リ食 道環 淋

巴腺 又 ノ・腸 聞膜 淋 巴腺 テ侵 ス コ トニ ヨ リ起 ル モ

ノデ アル ト考 ヘ タ｡然 シ1876年Parrot1898

年Kifssラ 始 メ、1909年ELAlbrecht,H.A1-
　 ゆ

brecht,1912年Ghon等 ノ研 究 ニ ヨ リ、結 核

ノ氣 通 感 染 詮 ノ、確立 サ レ、1916年Ranke/3

期 説 ニ ヨ リ完 成 サ レタ ト言 ヒ得 ル｡

Rankeノ ・結 核 性 病 髪 、 結 核 菌 轄 移 、 「ア レル ギ

ー」、免 疫 等 ノ間 二 關聯 テ求 メ
、結 核 ノ経 過 テ3

期 二分 類 シタ｡即 チ 「第1期 ハ肺 ノ初 感 染竈 ト

部 局 淋 巴腺 ノ病 憂 ニ ヨル初 期 攣 化 群 ノ時期 デ、

コ ノ期 ニー 定 ノ免 疫 ガ成 立 シ、 コ レが治 癒 セ ザ

ル 時 ハ 、 結核 菌 ハ淋 巴腺 ラ通 過 シテ血 流 二 入 リ

成人肺結核登生槻 ノ史的考察 〆

血 行 播 種 テ起 シ同時 二過 敏 症 ニ ヨル周核 炎衝 ガ

起 ル｡コ レガ第2期 デ アル.次 デ免疫 ノ檜 強 ニ

ヨ リ病 攣 バー 定 ノ臓 器 二固 著 サ レテ臓 器 結核 テ

起 シ、 コ ノ場 合 ノ蔓 延 ハ專 ラ管 内播 種 ニ ヨル｡

コ レガ第3期 デ アル｡」ト シタ｡

肺 結 核 ガ 上 葉 二始 マ ル コ ト 多 シ ト ノ考 ヘハ

1819年 蔑 二Laるnnecノ 抱 イ テ ヰ タ トコ ロ デ、

Louisモ 之 二賛 シタ コ トハ既 述 ノ如 クデ アル｡

1890年Grancherノ ・剖 検 上 、病 攣 ノ・下 葉 ヨ リ

上 葉 論 至 ル ポ ド古 キ コ トラ認 メ、 肺 結 核 ハ肺 尖

二始 マ ル ト述 ざ タ
.肺 尖 二結 核 ノ起 リ易 キ理 由

トシテ、1902年Freundノ ・肺 尖 ハ 通氣 不 良 ノ

タ メ菌 ハ肺 尖 二固 著1シ易 キ コ トテ爆 ゲ、'1912年

且artモ コ レニ 同意 シタ、Tendelooノ ・1908年

ヲ ノ他 二肺 尖 二於 ケ ル血 流 、 淋 巴流 ノ不 良 ナ ル

婁
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コ トテ数 へ 、1923年Beitzkeモ 同檬,二述 べ タ｡

1925年Jaegerハ 肺 尖 ノ・咳 漱 嚢 作 ニ ヨ リ損 傷

テ受 ケ易 ク、 コ ノ損 傷部 二菌 ガ附 著 シ易 シト述

べ、1926年Orsosu.Loeschkeノ ・肺 尖 ノ・常 …

緊 張 シテヰ テ慢 牲 貧 血 ノ歌態 ニ アル コ トヲ理 由

ト シテ暴 グ タ｡

カク テ肺 疹 肺 尖 登 生 説 ン・一 般 ノ通 念 トナ ツ タ カ

ノ観 ガ アツ タガ、1922年Assmannハ 馨 學 生、

看 護婦 等 ノ検 査 二於 テ、 上 像 上 鎮 骨 下 二多 ク見

出 ダ サ ル ル均 等 陰 影 ラ以 テ肺 結核 ノ始 マ リナ リ

ト シ、1924年 以 降 更 二補 足 シテ 嚢 表 シ タ｡郎

チ氏 ハ 日 ク、

「コ ノ浸 潤 ノ・鎖 骨 下 外 方 二位 シ、肺 尖 ハ 正常 デ ア

ル｡大 小 種 々 ノ圓形 均 等 薄 影 デ、 明 ル キ肺 野 ト

～ノ境 界 〉、極 ク初 期 ヨ リ判 別 シ得 、側 面 撮 影 ニ ヨ

リ肺 上葉 ル後 孚部 ニ ア ル コ トラ知 ル.コ ノ病 竈

ハ結 核 性 浸 潤 デ、 滲 出性 機 轄 ニー 致 シ乾酪 化 ノ

傾 向 ラ有 シ、 始 メ中心 明 化 、 次 デ明 ラ カニ室 洞

テ形 成 シ、 カ ク テ肺 結 核 二移 行 ス ル」ト倭

本 設 ハ1924年 以 來Redeker,Ickert,Lydtin.

Romberg等 ノ 支 持 ヲ受 ケ、Redekerニ ヨ リ

Rankeノ 第2期 ノ1型 トサ レ、更 二 同様 ナ 病

竈 ガRedeker,Simonニ ヨ リ鎮 骨 下 以 外 ノ肺

野 … 見 出 グ サ レ、 早期 浸潤 ト命 名 サ レ、Ulrici

ノ如 キハ 疹 前 浸 潤 ナ ル名 稽 テ附 シ タ｡

一方Braeuningノ ・1924年
、Rombergノ ・1927

年 、Kayser-Petersenノ ・1928年i共 ご肺 尖竈

ヨ リ肺 結 核 二進 展 スル卒 ノ・僅 カニ7%二 過 ギ ズ

トイ ヒ、1928年Redeker,Wa1terノ ・肺 尖 結 核

ニ ノ、7種 ノ型 アル モ コ ノ内肺 結 核 ユ進 展 スル ハ

極 ク少 シ ト述 べ、 本 邦 デ モ1932年 熊 谷 教 授 ノ・

7%、 永 野 博 士 等 ハ5.8%テ 得 タ、 叉Ass-

mannハ 藷 學 設 ノ根 殊 タル肺 尖 ・=一・病 理 解 剖 墨 上

病 壁 多 キ事 實 二封 シテ モ、 剖 検 上 見 ラル ル肺 尖

竈 ノ・殆 ン ド陳 蕗 ナ モ ノデ、 コ レ ラバ生 前 ノ個 燈

二封 シテ何 等 意 味 ナ キ モ ノナ リ ト主 張 シタ｡

他 方 佛 國 二 於 テノ・1921年Bernard,Ristet

Maingotハ 肺 結核 ガ肺 門 周 園 二起 ル コ ト多 ク、

特 二最 モ 多 キノ・鎖 骨 肺 門 間 、 次 デ肺 門外 方 ノ中

野 デ、 肺 門基 底 間 ニ ハ少 ク、 殊 二 肺 尖 二始 マ ル

ノ・例 外 ナ リ ト述 べ、1926年Bemard,Leleng

etRenardハ 之 ヲ・再 設 シ、 爾後Bernardノ 門

下 ニ ヨ リ肺 結 核 ノ肺 門 周 園 褒生 説 ガ唱 ヘ ラ レテ

來 タ｡

以 上 ノ「新 學 設 」ノ・其 後Stefko,NttsSel,Plie-

niger,Starcke,Schwenk,Rehberg等 ニ ョ ヅ

テ モ唱 ヘ ラ レ、 本 邦 デ モ 「薔 墨 読 」テ歴 倒 ス ル ニ

至 ヅ タ｡

コ レニ封 シ特 二病 理 學 者 ヨ リ幾 多 ノ批{岡 ガ行 ハ 亀

レタ｡1928年Schittenhelmu.Reuter,Brecke,

David,1929年Schr6der等 ハ 早期 浸 潤 ノ存 在

テ承 認 スル モ セザ ル モ、 肺 尖 結 核 ガ ヨ リ重 要 ナ

ル コ トテ主 張 シ タ｡特 二1928年Loeschkeノ ・

早 期 浸 潤 ノ・上 像 ニ ハ見 エ ザ ル肺 尖竈 ヨ リ起 ル モ

ノデ、 コ ノ肺 尖 竈 ノ存 雀 ハ病 理 解 剖 學 的 事 實 デ

アル｡從 ツテ肺 結 核 ノ眞 ノ源 ノ・早 期 浸 潤 ノ更 二

源 タル肺 尖 結 核 ナ リ ト主張 シ、 同年Hifbsch-

mannモ 肺 尖 竈 以 外 ヨ リ肺 結 核 二移 行 スル ノ・2

%二 過 ギ ヌ トイ ヒ、 翌1929年 更 二肺 結 核 褒 生

ノ源 ハ肺 尖 轟 ア リ、而 シテ ソ ノ起 リハ血 行 姓 ナ

リ ト強 調 シ タ｡

新 茜 雨 設 ノ折 衷 読 ト シテ、1928年Bacmeister

ノ・肺 結 核 ハ肺 尖 結 核 ヨ リモ早期 浸 潤 ヨ リモ起 ル

ト唱 へ、1929年AschofD、 重 要 ナ ル ノ、軟 化 ノ

傾 向 ア リヤ否 ヤ トイ フ コ トデ アツ テ病 竈 ノ場 所

ノ如 何 ニ ア ラズ トイ ヒ、1931年Alexanderu、

Baerノ ・肺 尖 ニ ア リ、 鎖 骨 下 ニ ア リ 冠 フガ如

キハ 本 質 的 差 異 ニ ア ラズ トイ ヒ、 有 馬 教 授 ハ

1932年 早 期 浸 潤 ノ肺 結 核 ヘ ノ進 展 ノ・認 ムル モ、

同 時 二肺尖 結 核(特 二播 種 型)ノ 重 要 牲 テ忘 ル バ

カ ラズ トサ レタ｡

結 核 ノ血行 性轄 移 ノ存 在 ハ、Empisノ 急 性 粟 粒

結核 、Landouzy,Nobecourt,Typhobacill(》se,

Ranke/3期 読 等 ニ ヨ リ明 ラ カデ ァル ガ、 肺

ノ血 行 性播 種 ガ早期 二出 現 シテ慢 性 ユ縄 過 、スル

コ トアル ノ・、1920年Neumann,1921年Lieb-

ermeisterニ ヨ ツ テ 注 意 サ レ」925年Ame-

lungu.Hecker,Klingenstein等 ノ症例 報 告 ・
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ガ ア リ、 同年Neumannノ 研 究 ニ ヨ ツ テ肺 結

核 ノ早 期 型 ト シテ ノ位 置 ガ確 立 サ レタ｡次 デ

1926年Bacmeister,Grauノ ・早 期 浸潤 モ亦血

行 性 二成 立 ス ル ト唱 へ 、Unverricht,永 野博 士

等 モ同様 二報 告 シテ ヰ ル｡同 年Dieh1ハ 肺 結

核 ノ進 行性 蔓 延期 二 於 テ血 行 性 ノモ ノカ75%

二及 ブ ト報 告 シ タ
｡

血 行 播 種 ノ成 立 二關 シ1927年Ghonu.Kudlich

ハ結 核 菌 ノ、静 脈 角 ヨ リ血 流 二侵 入 シテ粟粒 結核

ラ生 ズ トイ ヒ、 緒 方 教 授 モ カ ク言 ハ レタ
｡菌 ノ

侵 入 二關 シWeigertノ ・… 時 二 多 量 ノ菌 ガ淋 巴

腺 ヨ リ侵 入 ス ル トイヒ、Httbschmannハ 多激

ル菌 ガー 時 二侵 入 ス ルニ ア ラズ
、淋 巴管 ヨ リ血

流 二 入 レル菌 ガ血 申 デ速 カニナ曾殖 スル ナ リ トイ

ヒ、1928年Loeschkeノ ・乾 酪 化 セ ル淋 巴腺 ガ

血 流 内 二破 レテ 菌 ガ 侵 入 スル トナ シ、1930年

Page1ノ ・血管 壁 二形 成 サ レタ結 核 結節 ガ破 レテ

菌 ガ血 流 二入 ルヒト述 ベ タ｡

1930年Redekerハ 小 見 初 感 染 ノ極 初 期 二血 行

播 種 性 浸潤 ヲ嚢 見 シ之 テ血行 性早 期 散 布 ト命 名

シタ ガ、 有馬 教授 ハ モ シ カカ ル事 實 ア リ トセバ

結 核 ル「ア レル ギー 」縫 過 二重 要 ナ考 慮 テ ナ ス要

ア リ、 何 トナ レバ初 感 染 ノ極 初 期 ニ テハ 「ア レ

ル ギ ー」 ガ未 ダ高 度 二蓬 セズ ト考 ヘ ラル ル ニ反

シRedekerノ コ ノ型 ノ・明 ラ カニ過敏 症 性病 攣

デ アル カ ラデ アル、 ト言 ハ レ タ｡1934年Br5-

uningu.Redekerノ ・ソ ノ者 「成 人 ノ血 行 性 肺

結核 」二於 テ次 ノ如 ク述 べ テ ヰ ルo

「急 性 血 行 性 肺 内播 種 ハ 從 束 考 ヘ ラ レシ ヨ リ多

ク、 ソ ノ退 行 二際 シ檜 強 セ ル肺 紋 理 ノ中 ニ ワ ヅ

カニ 見得 ル硬 結 性 播 種 像 ヲ呈 シ、 ゴ レヨ リ浸 潤

ラ形 成 シ肺結 核 二進展 ス ル コ トモ アル｡血 行 姓

播 種 ニ ハ 屡 ㌃肋 膜 炎 或 ノ・氣管 支 腺腫 テ 合併 ス

ル｡血 行 性 中間 型 ノ・肺 紋 理増 強 ト、微 細 ナ播 種 、

肋 膜 炎 毛 髪 像 、 肺 尖 腓 腿 ノ像 ヲ呈 シ、 コ レ ヨ リ

青 春 期山途 進 ガ來 ル コ トア リ、霜コ ノ トキノ、早 期 浸

潤 或 ハ途 進 浸 潤 ノ型 ノ浸潤 ガ形 成 サ レ、 コ レ ヨ

リ肺 結 核 二蓬 展 スル」ト｡

1929年Aschoffハ 、Ranke/3期 分 類 ノ何 レ

ニ モ罵 セザ ルー ノ型 テ報 告 シタ
｡之 ガ帥 チ思 春

期 肺 疹PubertaetSphthiseト 言 ノ・レル モ ノデ
』肺 尖 ヨ リ下 行 的 二 急激 二籏 カル潰 瘍 姓 崩 壊 機 轄

デ、 而 モ コ ノ場 合 強度 ノ淋 巴腺 腫 ラ有 スル コ ト

ガ特 徴 デ アル｡コ ノ病 型 ノ・Pagel,Blumen-

berg,Htibschmann,Beitzke, ,Schifrmann等,

ニ ヨ リテ モ記 載 サ レ、 コ ノ潰 瘍 性 崩壊 ノ・成 人 肺

結 核 二於 ケ ル ト同 様 ノモ ノ ト認 メ ラ レテ ヰル｡

以 上 ノ諸 設 か 殆 ド ミナ人類 ノ・小見 期 二於 テ初 感

染 テ縄 過 ス ル トイ フ假 読 ノ上 二立 ツ モ ノ デ アル

ガ、 最近 歌 米 二 於 テ モ青年 期 初 感 染 ノ事 實 ガ認

メ ラル ルニ 及 ビ、 成 人 肺 結 核 登 生 學 読 モ更 改 ラ
ま

要 ス ル コ ト トナ リ、 初 感 染 結 核 ノ嚢 生 、 経過 、

豫 後 等 ル研 究 モ漸 次 多 キヲ加 ヘ ッ ツ アル ガ、 成

人 肺 結 核 ノ・殆 ド常 二初 感 染 二引 キ ツ ヅ ィテ起 ル

ト強 調 サ レタ ノハ 熊谷 教 授 デ アル｡教 授 ノ・10絵

・年 二亙 リ肺 結 核 ノ経 過 テ追 跡 セ ル結 果
、1938年

次 ノ説 ラ畿 表 サ レタ.

「肺 結 核 ノ理 想 的 治 癒 ハ 痕跡 ナ ク吸 牧 サ レル コ

トデ ァ リ、石 灰 化 竈 ハ豫 後 二封 スル良 信 號 デ ア

ル｡浸 潤 性 肺 疹 ノ・殆 ド常 二初 感 染 二引 キ ツ ヅキ

起 ル カ、 或 ハ ソ ノ再 燃 デ アル｡從 來 早 期 浸 潤 ト

考 ヘ ラ レタ像 モ、'ソ ノ前 ノ上 爲 眞 ヨ リ連 績 観 察

シ テ ヰル ト、 一 旦 治 癒 セ ル如 ク見 エ タ初 感 染 竈

ノ再 燃 二過 ギザ ル コ トガ多 イ｡肺 尖 結 核 ノ、集 團

ニ ヨ ヅテ多 少 ガ ア リ
.環 境 不 良 ノ集 團 デノ・肺尖

結 核 トナ ラズ ニ直 チニ 肺結 核 ニ ナル モ ノ多 ク、

反 封 ノ場 合 ニハ 肺結 核 二 進展 スル コ ト少 キ故 二

肺 尖 結 核 ガ多 ク見 ラ レル｡肺 結 核 進 展 ノ 「テ ン

ポ 」 ト諸種 生物 學 的反 慮 、菌 ノ出現 等 ト ノ間 ニ

モ重 要 ナ關 係 ガ アル」ト｡

更 二1939年 教 授 ハ次 ノ如 ク説 カ レ タ｡

「肺 結 核 畿 生 ニ關 ス ル薔 派 、新 派 ノ考 ヘ ハ共 二眞

理 ノー面 ヲ見 テ ヰル 轟過 ギヌ｡極 ク初 期 ヨ リ観

察 ス ル ト肺 尖 結 核 、 早 期 浸 潤 ノ嚢 生 過 程 ガ ワ カ

ル｡結 核 ガ肺 尖 二 占居 スル コ ト多 キ理 由ハ 幾 多

先 人 ノ實 験 ノ通 リデ アル｡又 血行 散 布 ハ比 較 的

ヨ ク吸牧 サ レ、 之 ヨ リ下 降 的 二浸 潤 性 肺 疹 ノ嚢

生 セル例 テ見 ナ イ｡肋 膜 炎後 褒 肺 結 核 ノ・凡 テ初

も
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感 染 竈 又 ノ・ソ ノ気管 枝 性 轄 移 竈 ヨ リ生 ズ ル像 テ

呈 スル 」ト。

カ ク成 人 肺 結 核 が 初 感 染竈 ヨ リ 生 ズ ル 事 實 ハ

1929年BernardetDonoyelle}1932年 岡博 士

ニ ヨツ テ モ認 メ ヲ レテ ヰ タガ、Bemardノ 如 キ

ハ例 外 トシテ認 メ タ ノ ミデ、 ソ ノ説 ノ重 貼 ハ再

感 染 ユ ア ツ タc

1938年BrUggerハ16例 ノ青 年 期 初 感 染 ヲ観

察 シ、 ソ ノ像 ノ小 見 初 感 染 ト攣 りナ キ コ ト、 ソ

ノ豫 後 ノ不 良 ナ ラザ ル コ トヲ報 告 シ タ。

同 年Malmrosu。HedvalIノ ・學 生 、看 護 婦 ノ未

感 染 例 二於 テ、 「ヅ」反 慮 陽 轄 後 早 期 二、 多 ク ハ

初 期攣 化 群 テ俘 ハ ザ ル播 種 竈 テ屡t肺 尖 及 ビ第

1肋 間 二見 出 グ シ、之 ヲ初 期 病 竃subprimaere

Initi包lherdeト 命 名 シ、 之 が肺結 核登 生 ノ源 デ

ア リ、 早 期 浸 潤 ヨ ザ 起 ル コ トハ少 イ ト 主張 シ

タ。

之 ト前後 シテ:Braeuningハ 結 核 相 談 所 ノ観 察

ニ ヨ リ、蔵 入 肺結 核 ノwt'生 ト経 過 テ種 々 ノ就 職

ヨ リ考 察 シテ、 肺 結 核 嚢 生 ノ始 マ リハ早 期 浸 潤

ナ リ ト主 張 シ タ。 而 モ後 者 ハ肺 尖 ノ増殖 性 竈 ヨ

リ肺 結核 ハr'生 セ ズ ト主 張 シタ タ メ、 両 者 間 ノ

論 争 トナ リ、RedekerモBraeuningテ 支 持 シ

テ未 ダ..__一.結論 が得 ラ レナ イ。

1939年Grenzerノ ・相 談 所 ノ観 察 ヨ リ、 成 人 肺

結 核 ノ始 マ リ ノ症 例 ヲ掲 ゲ、 早 期 浸 潤 、 肺 尖 結

核 、Simon氏 竈 、 肋膜 炎 等 ヨ リ ノ肺 結 核 嚢 生

テ報 告 シタ ガ、彼 ノ重 織 ハ早期 浸 潤 ニ アル。

1938年:Liebermeisterノ ・青 年 期初 感 染 ノ薮 例

テ掲 ゲ、 ソ ノ稀 有 ナ ル コ トヲ記 載 シ、1939年

Tr廿bノ ・小 見 保健 所 動 勢 者 ノ 集 検 二於 テ、298

名 ノ結 核 中51名 ノ・肺尖 二病 垂 ア リ ト報 ジ、1940

年Koester,Gerberding筆 青 年期 初 感 染 二關

スル経 験:テ嚢 表:シ テヰ ルC

第2節 症例示説

成人肺結核褒生晶關スル先入 ノ業績ハ前節記述

ノ如 クデアル。本節二於テバ余が比較的長期間

ソノ経過 ラ観察 シ得 タル症例_...就キ述べ ントス

ノレo

肺 結 核 ノ経 過 ヲ論 ズ ルニ 當 リ、 咳漱 、喀 擁:、喀

血 等 ノ白魔 症 状 、艦 温.照 重1理 學 的 所 見等 ニ

ヨル ノモー 方 法 デ アル ガ、 余 ハserienweise二

撮 影 セル上 篇 眞 所 見 ヲ 中 心 トシ、 「ツ」反 慮 、 赤

沈 、 喀 庚 申結 核 菌 ノ消 長 テ参 考 ト シテ観 察 ズル

コ ト トスル'。

第1例BCG接 種後初感染浸潤 ヲ起 シ輕快

一(14一 ・・16歳)(第1一一3圖)一

盛格榮養 中等c象 皮前史 二結核 ナ シ、 昭和14年 入學

時「ツ」反旛100倍 マデ陰性、BCGO。005選 接種a6

ケ月後 「ソ」2000,倍陰性、再接種 セ ズ。局所墜死 ナb

15年5月fツ 」2000倍14x15粍 、 同年6月 ∠像正 常、

石 灰竈モ認 メズ(:第1圖)。16年5月5日 郎2年 後「ツ』

再 ピ陰性 トナ リ、.BCGO.02睡 宛雨上膳皮 下二:再接

種。18日 後郎5月23H集 検 ニテU撮 影 セ〃 二5雨 肺

門陰影少 シク墳強、 右 腕 中野 二 君肺門影 ト連 ル初感

染 浸潤 ヲ見、 ソノ外方 二葉間肋膜炎?ノ 像 ヲ見〃。

:左腕正常(第2圖)。 休養 セシメタル モ白魔症歌 ナ〃、

6月4日 即12日 後 ノ篤農 ニテノ・、浸潤影全 ク消 失 ヴ

外 壁二近 クワヅカニ箒状 陰影 ヲ残ス ノ ミ(第3圖)。 現

在 樹 ホ経過 観察中。

第2例 初感 染浸潤 ノ治癒

一(12-16歳)(:第4、5圖)

同胞2人 肺結核死c12歳12月 國民學校 集検 ニテ豪

見。禮格榮養 良、 「ツ」十、右 腕上野浸潤、 向側肺門腺

腫(第4圃)。13:歳1月 赤沈13、v像 不i愛、、5月高女

入學時 「ソ」柵、 赤沈95、 」∠像不璽 、8月 赤沈22、v

像不墾。15歳6月 浸潤縮小 シテ鎖 骨下__..硬結影 ヲ見

肺門腺 木石:灰化 スa16歳1月 石 灰竈 ノミヲ残 シテ治

癒。

第3例 初感染浸潤 ノー旦増 悪後治癒

一(13一 一17歳)(第6一 一8園)

13歳6月 有漏肋。8月 初 診、髄格 細長、rツJ什 、右

腕 笛聲0右 腕閃影ま曾強、 ソ ノ上外 方二伸 ビル浸潤 ア

リ、右 肋膜癒 着0(第6圖)。10月 赤沈2ご 陰影縮小、『

14歳3月 陰影 ノ・右上葉 一帯 二擾大(第7圃)。4月 ヨ

リ縮 小 シ始 メ、10月 石灰化 ノ傾 向見 工遊撃 開始 ◎16

歳6月 石灰竈 ヲ残 シテ治癒(第8圖)。17歳2月V像
鯵不塑

。
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第4例 肺尖浸潤 ノ治癒

(20一一23)百 貨店員(第9、10圖)

同胞1人 肺:結核 。20歳3月 初診、 髄:格小榮養 中等、

「ツ」十、 雨肺 門各1個 ノ石 炭竈 、:左肺尖 二種約1糎

ノ浸潤 ヲ見、 ソ ノ中心部少 シ〃硬 化、 鎖骨 下二疑 ハ

シキ薄 影 ア リ。(第 駄圖)421歳5月 軟 カキ浸潤影消

失・23歳1月 陰影 ハ硬捗竈rナ リテ治癒(第10圖)a

5且Z像 不憂 。

第5例 早期浸潤 ノ治癒

一(17-21歳)(第11一 ・14圖)

14歳 漁肋。17歳7月 初診、髄格小榮養 中等。 「ソJ十

右肺 門影増強、 右鎖骨 下二径約1糎 ノ浸潤 ヲ見、 ソ

ノ外 方二碗 豆大 ノ透 明部 ヲ見、 雨肺尖 二小斑黙像 ヲ

見ル。(第11岡)。 喀疾菌陽性。右側気胸施行。10月

滲出液 貯溜19歳4月 迄逡氣。6月 右鎖骨下 ノ病攣湾

失、21歳2月 左肺尖 二 石灰竈 ヲ残 ジテ 治癒(第14

圖)。6月 」ζ像不攣 。

第6例 巨大膿空洞 ノ治癒(本 例 ハ 「日緬2巻2號

記載)

(27一一29歳)農 婦(第15-18圖)

27歳4月 呼 吸促迫、 喀疲 ヲ訴 へ来所、燈絡榮養良、

「ツ」什、赤沈38、 右肺下部強濁音、 右腕 二巨大 ナル

孤立空洞 ア リ、 中二液 ノ瀦溜 ヲ見ル(第15圖)。 喀疾

中結核菌 多鍬。5月 空洞 内容喀 出サU空 洞 ハ稚 く縮

小 ス(第16圖)。 氣胸 ヲ行 フ。3週 後尚菌陽性。9月

完全氣胸(第17圖)、 菌消失C11月 気胸32同 ニテ中

止。29歳1月 右腕 二硬化 セル陰影 ヲ見ル ノミ、 空洞

消失、 治癒ヌ(第18圖)。

第7例 肺尖結核 ノ下行性蔓延後軽快。

(i7-21議)(第19-22圖)

17議6月 集検 ニテ蛋見、艦格楽髪良、 「ツ」冊、 左肺

門腺稽 く腫大、雨肺尖 二小篇 貼像 ノ密在 ヲ見 ル(第19

圖)。8月 左鎖骨下11月 右鎖骨下 二振大メ。18歳3

月 「ツ」冊、雨跡持論左上葉 ノ結節 ハ互 ヒニ融合軟化

シ、喀疾菌陽性 トナ〃(第20圖)。19歳5月 両側共稽

i硬 化 ノ傾 向 ヲ示 シ(第21圖)、 菌消失。21歳2月 陰

影殆 ド硬化(第22圖)、5月 差肺尖瘡痕 ヲ始 ス ノミニ

テ殆 ド治癒。
}

第8例 慢性固 形浸潤

(16-19歳)(第23、24圖)

同胞1人 肺結核。16歳6月 集検 ニ テ螢 見a鰹 格榮養'

中等、 「ッJ十}、 右肺下野 二銀貨大均 等 ナル孤 立性楕

同形陰影 ヲ認 ム(第23圖)。17歳3月 再検、 「ツ」惜、

赤沈7、 陰影 ハ多少縮小 ス。19歳7月 」∠像不愛(第24

圖)。

第9例 初感染浸潤 ヨ リ滲 出性肺結核 へ、死亡。

(13一一16歳)(第25-27圖)

13歳3月 「ツ」陰性、7月 陽轄 帯、8月 初診、饅格榮養

不良。左腕上葉 二定型的初 感染浸潤 ヲ見ル(第25圖)

其後陰影 ハ憂 化ナ 〃経過 シ、15歳6月 少 シ〃中野 二

道披大(第26圖)。16歳2月 右鎖骨 下二縛移性浸潤 出

現(第27圖)c5月 腸結核 ヲ合併、一般状態不 良二隔

り、7月 死亡。

第10例 初感染浸潤 懲 り廣汎 性氣管枝性播 種二移行

シテ死亡。

(15一一19歳)(第28一 一一32圖)

15歳6月 集検 ニテ獲見、鯉格榮養不良、 「ツ」+、 雨

肺 門腺特 二右側 ノ・鳩 卵大 二腫 脹、 右肺 門腺 ヨ リ肺尖

__..亙ル滲 出性陰影 ヲ認 ム。帥チ右肺 ハ隻 極像 ヲ呈ス。

10月 赤沈57、 喀疾 中菌 陽性、v像 不憂 。爾 後死亡 マ

デ20数 回 ノ赤沈、検疫、と検査 ヲ行 ヒタル モ、赤沈

ハ唯1同4粍 ナ リシヲ除キ常二30-100粍 ノ間ニ ア

リ、喀疾 ハ常二菌 陽性ナ リ。15歳11月 ノV像 ニチハ

右腕下野二多藪 ノ小斑鮎像 ヲ認 メ、:左肺 中野 島 肺門

ヨ リ外方 二 弧形 ノ太 キ 帯状陰 影及 ビ斑鮎集 合陰影出

現 ヴ、径 約3糎 ノ空洞 雨肺二見ユ(第28圖)。16歳2

月右 腕 ノ空洞 増加 シテ上葉 全部 ヲ占 メ、令月右 腕空洞

ノ周国 力嚢 状陰影 ヲ以テ蔽 ノ・U、左 腕空洞 ハ湾 失(第

29圖)。 約1年 後方=滲出性肋膜炎 ヲ併 蟹ヌ。17歳8月

陰影 ハ硬化性 トナ リ、 空洞 ハ据 大=/テ 遺残メ(第30

圖)C18歳3月 右肺 中野二1個 ノ空洞 ヲ残 ジテ滲出性

機縛 ハ清退 シ、 雨肺全野 ヲ蔽 フ 気管枝 性播 種之二代

ル(第31圖)。8凋 残 レル空洞 モ消失、氣管枝播種 ノ

ミ残 り、殆 ド粟粒結核 ヲ見ル が如 シ(第32圖)、 其後

腸及 ビ喉頭結核 ヲ併螢、19歳3月 死亡。 獅

第11例 初感染浸潤 ヨ リ肺結核 へ

(14-16歳)

14歳 入學時 「ツ」陰性、4ケ 月後 「物 仕、 右腕上葉 ノ

初感染浸潤 ヲ示ス。爾後休學 セ ジモ16歳2月 再検 時

廣汎性滲 出性肺結核 ノ像 ヲ呈 シ、治療 中。

第12例 初感染浸潤3り 急激二悪化、死亡。

(15-16歳)

15歳6月 「ツ」陰性、10月 陽醇朴、エ像正常、11月 右

肺尖浸潤、肺門腺腫 ヲ俘 フ。16歳3月 透視、病墾 ハ
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右腕 上中野 ヲ蔽 フc5月 死亡。

第13例 初感染浸潤 ヨ リ悪化、死亡。

一(15-17歳)

15歳7月 、10 .月、16歳3月 何 γモ 「ツ」陰性。11月

上像左上葉初 感染浸潤、経過 不明、17歳10月 死亡。

第14例 初感染浸潤 ヨ リ進展、 死 亡。

一(16-1$歳)

16歳7月 、10月 、17歳3月 何vモ 「ツ」陰性、 同胞2

人肺結核。17歳7月 「ツ」陽博柵、 エ像右腕上葉初感

染浸潤、 其後浸潤 ノ・吸牧 サ ソズ、 ソノママ空洞 ヲ形

成、 縛移 竈 ヲ生 ズ、 後18歳10月 腹膜炎 ヲ合併、12

月死亡。

第15例 初感染浸潤 ヨリ進展。

一(15-18歳)

15歳5月 「ツ」柵、11月 十卜、左 肺上葉 初感染浸潤 、6

ケ月後左肺全野 ノ滲 出性 空洞 性肺結核 二進展r17歳

退學、治療 中。

第16例 多饗性浸潤 ノ進展

一(13-17歳)(第52、53圖)

同胞1人 肺結核、13歳12月 國民學校集検 ニテ螢 見、

盟 格組長榮養 中等、 「ツ」十、 右肺 門腺腫瘍駿、 ソノ

外側二4個 ノ均等陰影上 ヨリ下 二:蛇プ(第52圖)014

歳1月 「ツ」柵、赤沈21、 」ζ像不塑、5月 高女入學時

集検 、4個 ノ浸潤 ハ各 々稽 く大 トナ リ、 腫大 セル肺

門腺 ト連 絡スル ヲ見ル。16歳6月 浸 潤互 ヒニ融合 シ

テ厨翼 状 ヲ呈 シ(第53圖)、17歳1月 右腕全野 ヲ蔽 フ

ニ至ル。

第17例 肺門腺結核 ノ進展

一)1←1臓)

14歳5鳳 高女入墨 時「ツ」陰性、 」∠像 上、 右肺門腺腫

ヲ見ル。9月 「ツ」陽縛帯、 其後V像 愛化 セザ リシモ、

17歳2月 集検時、雨跡 ノ廣汎性滲 出性肺結 核 トナル。

繁18例 肺門腺結核 ノ進展 γテ血行性播種 へ、死亡。

一(14-16議)

14歳5月 高女入事時 「ソ」陰性、15歳9月 微熱 ア リ来

所、 「ツ」甘 、右肺門腺腫 脹ス、16歳2月 上像不愛、

5月 雨跡全野 ノ血行 性播種1"ナ リ、12月 死亡0

纂19例 肺 門腺結 核 ヨ リ滲 出性肺結核へ

(14一一一17歳)

14歳5月 高女入學 時「ツ」陰 性、is歳3月 来所 、 「ツ」

十}、右腕門脇陰影増 強、17歳2月 集検 、右腕 上 中野

ノ滲 出性肺結核、治療 中。

第20例 氣管枝 腺結核治癒後肺尖 窺 ヨ リ浸潤 楼主

一(15一 一18歳)

15歳3月 集検畠 テ螢見。髄楕 中等、榮養 良、「ソ」十干

左 氣管 枝腺腫 蕩状 ヲ呈 ヅ、 局側肺尖 二 斑 貼状陰影 ヲ

見 ル。17歳6月 腺腫大清退、 肺尖 竈不愛 、 局側鎖骨

下外 方鼻 捻 指頭大均等 ナル 構 固形浸 潤出現。18歳

2月 肺尖 竈依然不髪、 浸潤 ハ稽 く大 トナ リ固形 ㍗ナ

ル。喀湊中結核菌始 メテ陽性.治 療 中。

第21例 肺門結核 ヨリ血行播種 二進展

一1447歳){

14歳5月 高女入墨時 「ソ」陰性a7月 陽縛 十、・坐像 正

常。16歳6月 桑楡、饅格榮養 中等、右 肺門腺腫大 ス。

9月 右滲 出性肋膜炎及 ビ 腹膜 炎併登、 肋膜滲 出液 中

結核菌 陽性,17歳1月 肺門腺不憂 、 雨肺上葉二血行

播種 ヲ生 ズ。

繁22例 肺 門結 核 ヨ リ血行播種 二進展、死亡。

一(13一 一16歳)

13歳5月 高女入學 時盟格細長、榮養不良、 「ツ」十、

赤沈38、v像 正常。14歳1月 雨肺門腺腫大.南 側滲

出性肋膜 炎合併、 滲 出液中歯陽性。3月 右肋膜滲 血

液 ノミ滑退、 両腕上 野二血行播 種出 現ス.7月 結節 ハ

著 シ〃増加、凋密 レナ〃、is歳4月 雨肺 全野 二五ル

廣 汎性播種 トナ リ、喀疲 中菌 多藪、2週 間後死亡。

第23例 石炭化初感染竃 ノ再燃 ヨ リ肺結 核へ、死亡。

一(14-17歳)

14歳5月 高女入學時 「ツ」十、左肺 上野二石灰化初感

染竈i同 側肺門腺腫 脹 ヲ見ル。15歳3月 肺 門影精 《

縮 小 セルモ、16歳8月 石灰化 セ〃初感染竈再燃 シ、次

デ軟化 」テ空洞7形 成・i7歳2月 死 亡。

第29例 肺 門結核 ノ再燃後進展、死 亡。

一(18一 一一2{}) .・

18歳3月 「ツ」十、:左腕 上野二石:炭竃、 局側肺 門腫腫

大 。6月 肺門影縮 小セル モ、19歳3月 再 ビ櫨大 ヌ。

コ ノ時某署 ノ気胸療法 ヲ受ケ シ後、 右腕 高小斑鮎 状

陰影出現、 次デ左腕芸 モ現v、 爾 後培悪 シテ南側肺

結核 二i進展、20歳8月 死 亡O

第25例 肺門結核 二引キ ツヅキ肺 尖空洞 ノ出現

一(1←18歳)

14歳10月 「ツ」柵、雨肺門 腺腫015歳3月fツ 」骨、

雨脚 上野轟小疏状陰影現U、 肺尖 二 八空洞 ヲ 生 ズ。

5月 殆 ド不墾、17歳4月 退學、 治療 中。

第26例 肺 門結核 ヨ リ急激 二墳悪、死亡。
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(15-16歳)

15歳5月 「ツ」欄・、雨肺門腺腫 、16歳8月 腺腫 ノ他、

南側乾酪性滲 出性肺結 核 ノ像 ヲ皇 シ、12月 死亡。

第 卿 例 肺 門結 核十肺尖結核 ノ進展

一(15醐20歳)

15歳5月 入學 時「ヅ」+}、」∠像正常、16歳3月 右肺 門

腺腫大 シ、右 下葉^「 アテ レ〃ター ゼ」ヲ畠 シ、且 ツ

雨跡 上葉 二小斑状 陰影 ヲ認 ム.7月 斑 影ハ墳加下方 二

櫨大 シ、8月 更三振大 シ、爾 後病勢一 遙一退=1テ 治療

中・

第28例 早期浸潤 ヨ リ肺結 核^

一(14-16歳)

14歳5月 入墨時 「ツ」冊、15歳6月 右鎖骨下 二白銅大

ノ均等陰影 ア リ、 其他 ノ肺野正常昌 ジテ 定型的早期

浸 潤 ノ像 ヲ呈ス。16歳2月 コ ノ陰影 ハ空洞 トナ 凱 局

側 上野二気管枝性轄移竈 ヲ生 ジ、治療 中、

第29例 早期浸潤 ノ進展、死亡

(16-19歳)(第33-36圖)

is歳6月 集検 ニテ螢 見、礎格強健、 榮養良、iヅ 」鼎

左第1肋 軟骨端 二 白銅大 圓形 ノ均 等薄影 ア リ、其他 ノ

肺野正常(第33圖)。17歳3月 浸 潤軟化 ヅテ膝 尖高擶

ガ リr且 ツ右鎖骨下 二氣管枝性縛移 ヲ生 ジ(第34岡)

喀疲 中菌陽性。6月 看鎖骨下 ノ病竈 モ軟化 シ、ソノ中

央 トr左 肺尖 トニ各1個 ノ空洞 ヲ生 ズ(第35圖)。18

歳9月 病竃 ハ 披大 シ 空洞 ハ逡 残 セル モ滲出性機樽 ハ

消 退ス。(第36圖)4次 デ喉頭結 核 ヲ合併 、19歳1月

死亡。

第30例 肺尖 早期浸潤 ノ進展

(16一一19歳)

16歳3月 「ツ」柵、雨肺門石炭竈。18歳6月 左肺尖 二

裡約1糎 ノ固形浸潤 ヲ見ル.19歳2月 陰影稚 く据大

シ、5月 鎖骨下部 ニ マデ及 ビ、治療 中。

第31例 肺尖早期浸潤 ノ軟化空洞形成

一(16-49歳)

16歳3'月 「ツ」十、 雨肺 門石 炭竃.18歳6月 左肺尖二

種約1.5糎 ノ固形浸潤 ヲ認 ム。19歳2月 陰影稽 く軟

化=」、5月 空洞 ヲ形 成 シ、 右肺尖 二 轄移竈 ヲ生 ジ、

治療 中。

第32例Simo難 民竈 ヨ1J空洞形成

(14一一17歳)(第37、38圃)

14歳3月 集検ニ テ蚕児、髄格強風 榮養良、r物+

赤沈3、 右 肺尖 二2個 、 左肺尖 昌3個 ノ石茨竈 ア リr

ゑ

其 他 ノ肺 野 正 常、 所 謂Simo羅 馬 竈 ナ リ。 爾 後 数 回 ノ

集 検 時 常L:像 不憂 ナ リシ ガ、17歳2月 節 チ3年 後

5個 ノ石 灰 竈 ノ・周 核 炎 衝 ヲ起'/、 右 鉄 骨 下 二 小 空 洞

及 ビ ソ ノ周 園 二 氣 管 枝 縛 移 竈 ヲ生 ズ。 コ ノ時 赤 沈3、

喀 疲 中菌 陽 性 。5月 小 空 洞 充 塞 サv、 轄 移 竃 ハ稽 く

硬 化 性 トナ リ、 良 好 二 向 ヘ ル 如 シ。 経 過 観 察 中。

第33例Si鵬o縫 氏 竈 ヨ リ浸 潤 形 成

(15一一17)(:第39、40圖)

15歳5月 入 學 時 「ツ」冊 、16歳6月 集 検 時 右 肺尖 二1

個 ノSimon氏 竈 ヲ見 ルa17歳5月 コVヲ 中心 トジ テ

右 肺尖 及 ビ鎖 骨 下 二 増 殖 性滲 出 性 陰 影 出 現 、 経過 観

察 中。

第34例Sim◎n氏 竈 ノ再 燃

(15一一一18歳)

15歳3月 「ツ」赫 、 右 肺 門 二鍛 個 ノ石 灰 竈 ア リ、 右 肺

尖 二1個 ノSi瀟o轟 氏 竈 ア リ。17歳6月Silpon民 竈

ノ周 囲 二浸 潤 竈 出現 、18歳3月Silhon長 患 モ軟 化

ヅ、 左 肺 尖 ニ モ轄 移 ヲ生 ズ。

第35例 肺 尖 粟 粒 ノ進 展

(15一 一1t歳)

15歳1月rソ 』陰 性 、赤 沈 雛 、U像 正 常 、16歳1月 雨

肺尖 二 歩数 ノ粟粒 結 節 出 現017歳2月 結 節 ノ・下 方 二

振 ガ リ雨肺 上葉 一・帯 二及 プ.

第36例 肺 尖 粟 粒 譲 り贋 膜 炎、 死 亡 。

(15-16歳)
な

15歳3月 「ツ」陰性、赤沈2、 上像正常、11月 『ツ」陽

縛帯、 雨肺尖 二微細斑鮎像 ヲ見ル。16歳5月 謄膜 炎

績登、死亡.

第37例 肺尖結核 ヨリ腹膜炎、死亡。

(14歳)

姉1人 肺結核、12歳 右i肋 、14歳3月 初診、髄格 小

榮養中等、 「ツ」甘、 右腕 下野及 ビ肺 門.=各1個 ノ石

炭竃 ア リ。5月 雨肺尖 二小斑黙視v、7月 融 合軟化

ス、喀疾 中菌陽性C8月 腹膜 炎績登、死亡。

第38例 肪尖結核 ヨリ鎖骨下空洞形成、死亡0

(16一一17)

16歳9月 「ソ」柵、左肺尖 二少鍛 ノ小斑黙 ア リ、17歳

1月 左上葉一帯 二振 ガ リ、 鎖骨下 二 白銅大 ノ空洞 ヲ

生 ズ03月 右腕 二気管枝性轄移 ヲ生 ジ、 次第 二混合

性肺結 核 二移行、・5月 死亡C・ .

第39例 肺尖結核 ヨウ鎖骨下浸潤登生。

(23-26歳)事 務員

メ
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妹1人 肺結核。23歳2月 初診、盟格 強健 榮養 良。「ツ」

十、 雨肺門影腫大、 雨肺尖 ヨ リ第1肋 間二亙 り一様

ナル小斑黙像集合ス。24歳8月 左腕 ノ病 竃 ノミ消 失

右肺 ニチ ハ鎖骨下 二種4糎 ノ固形浸潤 出現、 喀疾 中

歯 陽性 。26歳2月 右肺尖圖頂 ノ他 二、鎖骨 下浸潤 ハ

殆 ド不攣 ニ テ残 存ス。

第40例 肺 尖浸潤 ヨリ鎖骨下浸潤駿 生

(18-19歳)(第41、42圖)

18歳5月 集検 ニテ登見。髄格榮養 中等、 「ツ」柵、右

肺尖 二限局 セ〃小浸潤 竈 ア リ(第41圖)a其 後 モ通學

セ シガ、19歳6月 風邪魚味ニ テ来所再検、前回 ノ肺

尖浸潤 ノ他、 鎖骨 下外:方二長径約4糎 ノ構固形、 軟

カク中心 弱化 セル浸潤蛋 生ス(第42圖 、経過観察 中。

第41例 肺尖浸潤 ノ下降 性進展

一(14-17歳)(第43-45圖)

14歳5月 高女入學時盟格榮養 中等、 「ツ」十r赤 沈7 、

右肺 中野 二1個 ノ石友 竈 ヲ認 ム。16歳6月 集検ニ テ

雨肺尖 二限局 セル翼状浸潤 ヲ蚕児(第43圖)。17議2

月右肺尖 ハ奮 ノ如 キモ1左肺尖 ノ病 竃雪加、且 ツ左鎖骨

下外方 三振大ス(第44圖)、4且 と像不饗k5月 鎖 骨

下 ノ新病竈 バー暦著 明 トナ〃(第45圖 〉、経過観 察中。

第 ㎎ 例 肺尖浸潤ソ進展

(15一一一一18歳)

15歳3月 「ツ」陰性十、7月 猶 ホ陰性、 髄格 小、榮養

良016歳5月 「ツ」陽轄 十、右肺門腺腫:大、 左肺尖 二

塁状 浸潤 ヲ見ノ嶋 其後経過慢性 上:像不憂 ナ リシモ、

18歳1月 二至 り右肺門影 二連 り外上方 二 向 フ帯状陰

影現 ル。5月 左肺尖 ノ浸潤 ハ鎖骨 下三振 ガ リ、 且 ツ

右上葉ニ モ同様 ノ浸潤 出現 ス。

第43例 肺尖浸潤 ノ進展、死亡

(20-23歳)百 貨店員(第46-49圖)

20歳4月 、10月 喀血。11月 初診、 髄格小榮養不 良。

「ツ」赫
、右肺尖漁彊音rU像 ノ・雨肺尖 ヨリ第1肋 間二

至〃浸潤性陰影 ヲ見(第46圖)、 喀疾 中菌 陽性。12月

赤沈10、V:像 不璽 、21歳4月 左腕尖 二空洞 ラシキ透

明部 現ル(第47圖)、6月 左腕 中野 二気管枝性播種竈

出現、22歳3月 右鎖骨影」二重 ナ リテ空洞 出現(第48

圖)、12月 左 肺尖 ノ空洞 ハ鶏卵大、空洞 壁著 明、右腕

上野ニモ空洞出現 シ、 函館全野 ヲ蔽 フ氣管枝性播種

像 ヲ見ル(第49圖)。23歳5月 死亡。

第44例 肺尖浸潤 ノ急 激 ナ〃進展

(16一一19歳)(:第50、51圖)

籠絡細長、榮養不 良。16畿3月rツ 」十、 赤沈8、 上

線正常、共役鍛 同 ノv検 査異常 ナ シ。18歳6月 集検

ニテ右肺尖 二小豆大渡潤 ヲ::見(第50圖)。19歳2月

再 検時既 二両腕全 野二 五 ノレ濃密 ナル 微:細斑顯群 ヲ見

(第51固)、 喀疲 中菌 多数 ア リ。

第45例 肺尖 小空洞 ヨ リノ進展、死亡。

(15-17歳)

15歳3月 集検 ニテ登見、艘格細長 、 藁蓑 不良。 「ツ」

慌、 左肺尖 部 ノ鎖骨上縁、 第1肋 骨内縁 二近 ク1個

ノ小豆大楕 固形 ノ空洞 ヲ見ル016歳5月 再検 時既 二

雨肺全 野 二櫨大 セノレ滲 出性増殖性結核 ノ像 ヲ示 シr

左鎖 骨下三新タ ニ 栂指頭大 ノ空洞 ヲ生 ジ、 喀疾 中篇

陽性。17歳1月 死亡。 ・

第 妬 例 肺尖 浸潤 ノ下降性進展

(18-19歳)百 貨店 員

18歳7月 初 診、禮格榮養 中等、 「ツ」十卜、 左肺 門部 工

3個 ノ石 衣竈 アU。 右肺尖野 ハ浸潤 ニテ蔽 ノ、ル。10月

「ツ」十、浸潤 ハ鎖骨下 二披大、22几 右鎖:骨:下二極約

4糎 ノ固形孤 立性 ノ打抜空洞 出現、 左肺尖 ニ モ轄移

ヲ生 ジ、喀疾 中歯 陽性。19歳3月 右 ノ空洞 ハ披大、

:右肺 中野及 ビ左鎖 骨下ニ モ轄移性浸潤 ヲ生 ズ。

第47例 早期播 種 ノ進 展、死亡

(14・一16歳)(第54-56圖)

14歳5月 高女入學時集検 ニテ曇 見c燈 絡榮養 中等r

「ツ」惜、右腕上葉肺紋理 増強 シ、多数 ノ小斑殿 ヲ見、

左肺尖 ニモ同様 ノ小斑鮎 ヲ認 ム(第54圖)。6月 右腕

上葉 ノ結節 ノ・稽 く軟化、且 ツ下方 二振 ガ リ(第55圏)

喀疾 中菌陽性{15歳8月 右 肺上野一帯 二濃厚均等性

陰影 ヲ呈シ、 ソ ノ約 中央 、 鎖 骨二跨 ガル鳩卵大儲固

形 ノ空洞 ヲ認 メ、 轄移竈 ハ右肺 下野及 ビ左腕 中野 ニ

モ及 ブ(第56岡)。16歳2月 死 亡。

第48例 早期播種 ノ軟化

(14-17歳)

14歳5月 入學時 「ツ」陰性。盤格 中等、集義不良。16

歳6月 集検 ニテ南側 上葉 二 一一様ナル 小斑鮎 ノ散在ス

〃 ヲ見ル。17歳2月 コレラ ノ小斑1貼ハ互 ヒ二相融合

シテ軟 化 ノ傾 向 ヲ示 ス。

第49例 播種:性結核 ノ崩壊 、死亡

(16一一17歳)

16歳3月 「ソ」十、鐙格細長 榮養不 良、 両腕上野r多

数 ノ小斑貼 ア リ、 一部 ノ・融合 スル ヲ認 ム。・5月 雨肺

二数個 ノ相重 ナル空洞 ノ像 ヲ呈 ジ、 爾後 急 激 二…進展
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ジテ17畿2月 死 亡｡

以上49ノ 症 例 中、 第1例 ハBCG接 種 後 二初 感

染 二似 タル浸潤 テ示 シ タモ ノデ アル ガ、 コ レガ

結 核 性 浸潤 ナ リヤ否 ヤハ遽 カニ噺 定 シ難 イ｡但

シ葉 間 肋膜 炎 ノ如 キ陰 影 ヲ俘 ヘ ル黙 ヨ リ見 レバ

恐 ラクハ結 核 性 ノモ ノ ト考 ヘ ル ノガ至 當 デ ア ラ

ウ｡或 ノ・一過 性 浸 潤 カモ知 レヌ｡余 ガ 甲高 女 二

於 ケル419名 ノBCG接 種 者 ノ精 密 ナ観 察 申 、

タ ・"一ノ嚢 病 例 デ アル｡12日 目 二浸 潤 ガ 潰 失

セ ル コ トノ・豫 後 ノ良 好 ラ示 ス モ ノデ アル が、 余

ノ・コノ他16歳 ノ中 學生 二於 テ14日 目 二潰 失 セ

ル 右 下葉 浸潤 例 テ有 シ〈BCG接 種 者)｡余 ノ協 同

研究 者 近藤 モBCG接 種 ヲ受 ケ タル看 護婦 二於

テ、鶏 卵 大 ル浸 潤 力20日 後 二潰 失 セ ル例 ヲ報

告 シテ ヰル｡

1三… 第2
、3例 ノ・初 感 染 浸 潤 ノ治 癒像 ヲ示 シタ モ ノデ

ブル｡第4--7例 ハ 肺結 核 ノ種 々 ナ ル型 ノ治 癒

機轄 ヲ示 シタ モ ノデ、治 癒 ユ 當 リテへ 吸牧 、 馬

簸痕 化 、 石 灰 化 等 ノ途 ラ辿 リ、又 可 成 大 ナ ル室

洞 モ治 癒 テ螢 ム コ ト アル テ知 ル｡然 シ岡博 士 ハ

搬痕 化 叉 ハ結 締 織 二 包 埋 セ ラ レテ臨林 的 二治 癒

セル モ ノモ、 長 キ経 過 ノ後 ニ ハ石 灰 化 スル モ ノ

_秘ナ リ
ト言 ノ、レ タ｡

第8例 バ ー 見 早 期 浸 潤 デ ア ル ガ、 長 期 ノ観 察 ニ

ヨ リ慢 性 圓 形 竈chronischeRundherdeト 言 ハ

レ テ ヰ ル モ ノナ ル コ ト ラ知 ル｡カ カ ル 病 型 二 就

テ へ1935年Voigtmann,Schemmel,1936

年Ernst,Schwarz,Marz等 モ 記 載 シ テ ヰ ル｡

第9-27例 ハ 初感 染結 核 ノ種 々 ナ型 ヨ リ肺 結 核

二進 展 セル症例 デ アル｡ソ ノ定型 的 ナ ル テ第9

例 二見 ル｡第10例 二於 テ、右肺 尖 初期 愛 化 群 ニ

始 マ リ、 雨肺 二室洞 テ有 スル肺 結 核 トナ リ｡氣

管 枝 姓 轄 移 ト崩 壊 機轄 ノ繰 返 シニ ヨ リ末 期 滲 出

性 肺 瘍 ノ像 テ呈 シタモ ノガ、 肋 膜 炎 ノ合 併 後 一

轄 シテ硬 化傾 向 ヲ示 シ、 再 轄 シテ空 洞 ノ全 ク見

エ ザ ル ホ ドノ微 細 氣 管 枝 性 播 種 トナ リ、 腸 及 ビ

喉 頭 結 核 ヲ合併 シテ死 二至 ル マ デ ノ経 過 ハ、 實

二端 侃 スベ カ ラザ ル モ ノガ アル｡第21、22雨

例 ノ・血行 性 播 種 及 ビ肋 膜 炎 ノ嚢 生 機 轄 テ示 唆 ス

ル モ ノデ興 味深 イ｡第23、24雨 例 ノ・初 感 染 結 核

ノ再燃 ニ ヨル進 展 デ アル｡

第28-31/4例 ノ・早期 浸 潤 ノ進 展 ラ示 シ タモ

齢 ノデ ァル カ
、 「肺尖 ガ正 常 ナ ル コ ト」力早 期 浸 潤

ノ條 件 デ アル トス レバ、 第30、31/2例 ノ・肺 尖

結 核 二算 入 スベ キ モ ノ デ アル｡

第30-46/18例 ハ 肺 尖 二於 ケル種 々 ノ病 竈 ヨ

〃肺 結 核 二進 展 セ ル モ ノデ、 コ レ ラガ座倒 的 多

藪 テ占 メル コ トノ・、 肺 結 核 ハ 肺 尖 ヨ リ下 降 的 二

進 展 スルレコ ト多 キ テ物 語 ルrieノ デ アル｡第32

-34例 ハ3例5モSimon氏 竈 ヨ リ肺 結核 二 移

行 セル例 デ、 第35--39/5例 ハ 肺尖 二於 ケル

増 殖 性 病 竈 ヨ リ、第40-46/7例 ノ・同 ジ ク浸

潤 性 病 竈 ヨ リ肺 結核 二進 展 セル モ ノデ アル｡

第47-49ン3例 ハ 、比 較 的 早期 ノ播 種 性 病 慶

ヨ リ肺 結 核 二移 行 セ ル モ ノデ ア ル｡

第3節 青年期肺結核 ノ進展 ト豫後

本節二於テノ・先ヅ青年期 二於 ケル肺結核 ノー般

的豫後二就テ記述 シ、次 二肺結核 ノ病型 ト豫後

トノ關係二鰯 レ、而 シテ後賄結核 ノ早期型 ヨリ

慢性肺結核二進展 シユク機轄テ考察 シタイト思

フ｡

青年期二於 ケル肺結核 ノ豫後ノ、一般二不良 トサ

レルガ、小見肺結核 ノ豫後 ト同檬 ノ條件二於テ

青年期肺結核 ノ豫後 ヲ考察 シテ以テ後者 ノ豫後

不良ナルコトヲ立謹 セルモノハ極 メテ稀 デア

ル｡有 馬 教授 ハ 各掲 立 セル研 究 二於 テ學 童 結 核

ノ豫 後 良好 ナ ル コ ト、 青年 期 結 核 ノ豫 後 不 良 ナ

ル コ トテ述 ベ ラ レタ｡1936年Nabholzノ 報 告

ニ ヨル ト、40鹸 例 ノ結 核 見童 ノ申 、 青年 期 二 入

リテ死 亡 セル モ ノ4、 進 展 セル モ ノ1、 青 年期

二入 リテ後 嚢 病 セル モ ノ7ト ナ ツ テ ヰル｡余 モ

亦 從 來 ノ自己 ノ経 験 ヨ リ、學 童結 核 ノ豫 後 良好

ナ ル テ認 メ テ ヰル ガ、 然 ラバ 青年 期 二於 テノ、如

何｡
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昭和12年 以降7年 間、甲高女二於 ケル結核 ノ 看護婦 ～如キ特殊 ナ職業二從事セルモノトハ異

嚢生 ト死亡 トテ調査 セル結果ハ第12表 ノ如ク ル｡叉 年齢 ヨリ見 レバ13--20歳 デ、本邦女子

デアル｡本 統計ハ女學生二於 ケルモノデアツテ ニ於 テ最モ結核死亡李高キ危瞼年齢 デアル｡

第12表 高等女學校入學後二於ケル結核ノ螢生及ビ死亡(甲高女)

ダ

入學年度 陣 醐 ・年凋2年 以内i3年以内14年刎5年 以内16年刎7年 以内}合 詐

結

核

登

生

昭 和9126214 7 7 11 4
ひ0

0 33

10i263i5 1 20 4 2 0 32

司2劔 2 10 9 4 6} 現

12}270 16 9 7 13 i 45

131267 9 7 12 2
}
}

30

・4i266 3 7 6 16

151266! 7 7

計11858 46 41 61 34 12 0 0
194

累 計
垂

87 148 182 1941 194 194

彙欝葵謬 酬 乳47 4.68 7.96
嬉

9,791
}

毒

10・42110・42 10.42 10.42

昭和9262 2 2 3 11 11 2112

10263 1 0 1 4} 2 2
i1・

11264 1 0 4 1 3 i9
12270 0 1 2 5 2 }10

1
131267 0 3 3

一 一一 一 16
14i266 1 1 2核

死

亡

,

・引

計

266 0 0

11858 5 7 13 11 8 3 2
49

累 欝 12 25 36 磁 47 49

累計死
亡 牽
(%)

入學 者二
封 スル

0.27

1
0.65 1.34 1.93・ 2.37 2.53

{

2.63 2.63

登病者 二
封スル

・・副 ・3・8 16.95 19.8 22.7 24.2 25・3125・3懸

無

本 表 ニ ヨ レバ7年 閲 ノ総 入學 者1858名 中 二194

名(10.42%)ノ 結 核 ガ見 ラ レ、 入學 後5年 以 上

テ経 過 セ ル789名 デハ 實 二96名(12.24%)ノ

結 核 ガ ア リ｡即 チ入 學 者 ノ10%以 上 ガ在 墨 中

二罹 患 ス ル ノデ アル｡

次 二死 亡者 ハ49名 、 全 入學 者 ノ2.63%、 絵 結

核 ノ25.3%二 當 リ、患 者 二封 スル死 亡者 ノ比

ハ第1年 目 ノ10、9%ヨ リ漸 次 第7年 目 ノ25.3

%二 上 昇 セル テ見 レバ、 本 邦 女 子 ノ結 核 死 亡寧

ハ 少 ク トモ約20歳 マ デ ハ縢 勢 ヲ有 ス ル カ ノ如

ク デ ァル｡

カ ク高 等 女 墾校 入學 者 ノ10%以 上 ガ 在學 中 二

結 核 二罹 患 シ、 而 モ ソ ノ約 ソ4ガ 死 ノ韓 鰭 ラ ト

ル事 實 ノ、實 二驚 クベ ク、 カ ・ル高 卒 ガ本校 ニ ノ

ミ見 ラレル理由ハナ久 他校 二於 テモ精密ナ調

査ニヨリサシタル径庭ナキ結果テ得ル デアラ

ウρ

次…肺結核 ノ病型 ト豫後 トノ關係 二就 キ、1934

年有馬教授ハ 日本結核病學會宿題rX線 像 ヨリ

親 タル肺結核豫後判定 ノ規準」二於 テ次 ノ如ク

言ノ・レタ｡
「早期浸潤 ト呼バルルモノハ 病理解剖墨的論モ

臨抹的ニモ千差萬別ナ レバソノ豫後ハ未定 回

フ他ナシ｡血 行性播種性肺結核ハソノ結節少キ

モノ即チ肺尖叉ハ上葉轟限局スルモノノ方ガ、

結節多キモノ即チ廣汎性 ノモノA比 シ豫後良好

ナ リeSimon氏 竈 ノ豫後ハ良好 ナリ｡肺 尖s限

局凱ル種乃 ル病竈 ラ通 ジソノ27%ハ 壇悪セリ｡
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肺門腺結核 ノ豫後バー般二良好、結核性大葉炎 経過ヲ比較的長 ク観察 シ得 タル132例i就 キ、

ハ豫後甚ダシク不良ナリ｡肋 膜炎経過 ノ有無ハ 病型 ト豫後 トノ關係 テ見 レバ第13表 ノ如 クデ

績登肺結核 ノ豫後二影響 セズ」ト｡ア ル｡

サキニ暴ゲタ甲高女ユ94例 ノ結核申、余ガソノ

第13表 肺結核ノ病型ト豫後(甲高女)

病 型

初 感 染 浸

初 期 攣 化

肺 門 腺 結

肺 尖 結

早 期 浸

血 行 播

滲 出

墳 殖

混 合 炉

肋 膜

合 計

潤

【群

㎜核

一核

一潤

一種

　型

一型

一型

一炎

例 勤 治 倒 輕 州 不 劇 進 劇 死 亡険 悪率
114

3

「 …写「

i到

1引
1

12}

5
22

5}

3a

2｡}

引
0{

ユ

」

0

【0

一16

一52
132139

.4

と

本 表 二於 テ先 ヅ各種 病 型 ノ頻 度 テ見 ル ニ、 初 感

染結 核(浸 潤 、 愛 極 像 、 腺 結核)ハ51例 ニ テ最

モ多 久 肺 尖結 核 ノ28例 之 二次 ギ、肋膜 炎 ハ22

例 ア ル ガ、 血 行 播 種 ノ・4例 、 早 期浸 潤 ハ3例 二

過 ギ ヌ｡コ ノ頻 度 ニ ヨ リ各病 型 ガ青年 期 肺結 核

二於 テ占 ム ル地 位 重 要 性 ヲ考 へ得 ル｡部 チ

早期 肺 結 核 ノ各 型 中初 感 染結 核 、 肺 尖 結 核 及 ビ

肋膜 炎 ガ最 モ重 覗 サ ルベ キ デ アル｡爾 ホ コ ノ他

慢牲 滲 出 型7例 、 檜 殖型12例 、 混 合 型5例 ガ

アル ガ、 之等 ハ ソ ノ嚢 見 ガ遅 キニ朱 シタ モ ノ デ

ソ ノ70--80%ガ 豫 後 不 良 ナ ル ノ・當 然 デ アル｡

コ ノ24例 ラ除 イ タ108例 ノ・登 見 當 初 二於 テハ

凡 テ早期 型 ト見倣 ス コ トガ出來 々｡

初 感 染結 核51例 申、 治 癒 叉 ノ・輕 快 セル モ ノ32、

62.8%、 進 展 ・死 亡 セ ル モ ノ19、37.2%デ 、 小

見 初感 染 ノ豫 後 良 好 ナ ル ニ 反 シ 青 年 期 二 於 テ

37.2%ガ 不 良 ナル ハ 注 意 スベ ク、又 各型 中新

鮮初 感 染 浸 潤 ノ豫 後 最 モ不 良 ナ ル コ トヨ リ見 レ
癬バ

、或 程 度 ノ個 髄 イ先 天 的抵 抗 力 テ考 ヘ ザル ヲ

得 ヌ｡兎 二角 最 モ注 意 スベ キハ初 感 染 ノ行 ハ レ

タ直後 デ ア リ、 「ツ」反 慮 反 復 實施 ノ必 要 ガ ワ カ

ル｡「 ツ」反磨 陽 轄 後 レ像 登 現 マ デ ノ時 期 ヲ岡博

、

1!-1.-
0

3
、

21

0i

O

1

書

11

gi
gi

O

oi

0、

71

1

0;

o」

31

勾

oi

12

3

0

6

9

1

1i
1}
41
2i
1{i
28

5

一〇

一5

一4

一
1

…
2

　
4

繍
4

一
1

5i
311

6.819.121.2・

ゆ

3.51

塘悪率

57.1

一

29.2
一

46.5

66.7

75.0

71.4

66.7

60.0

27.3

44.7

士 ハ 「初 感 漕 在 性結 核 症 」ト シテ特 二注 意 スベ シ

ト言 ハ レタ｡余 ハ 「ヅ」陰 性 者 ガ陽 轄 セ ザ ル前 二

BCG接 種 ラ ナ スベ キ モ ノ ト考 ヘ ル｡

肺 尖 結 核28例 中治 癒 輕 快 セル モ ノ8、28.6%、

不 攣7、25.0%、 進 展 ・死 亡 セ ル モ ノ13、46.5

%デ アル｡肺 尖 結 核 ノ肺 結 核 ヘ ノ進 展 二 就 キ

Beraeuning,Redeker,Kayser-Petersen,熊 谷 ・

教授 ハ7%、 永野 ・飯 久 保 氏 ハ5.8%ト 報 告 シ

テ ヰ ル ガ、有 馬 教 授 ノ場 合 ノ、前 述 ノ如 ク27%、

余 ノ場 合 デハ46.5%ガ 壇悪 シ、 死 亡 セル モ ノ

ノ ミデ モ14.3%二 達 スル｡

早 期 浸 潤3例 中1ハ 不 憂 、1ノ ・進 展 、1ノ ・死 亡

シ、増 悪 傘 ハ高 イ ガ、 例 数 ガ少 イ タ メ他 型 トハ

比 較 シ得 ズ｡108例 ノ早期 肺 結 核 中3例 二過 ギ

ザ ル コ トヲ考 フ レバ、 肺 結 核 登 生 上 早 期 浸 潤 ノ

意 義 ハ過 大 視 シ得 ナ イ｡血 行 播 種4例 中1ハ 治

癒 、1ノ ・進 展 、2ハ 死 亡 シテ ヰ ル ガ、 之 モ早 期

浸 潤 ト同 ジ コ トガ言 ヘ ル｡

肋 膜 炎22例 中、 治 癒16、72.7%、 進 展 ・死 亡

6、27・3%デ 、檜 悪 セ ル6例 ノ・何 レモ後 ・…肺 結

核 テ績 褒 シ、5例 ノ・死 亡 シ、1例 ハ治 療 中 デ ア

ル｡從 ツテ肋膜 炎 ノ豫 後 モ サ ホ ド良 好 ナ モ ノデ
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ハ ナ イ｡タ ダ注 意 スベ キハ 肋膜 炎 後 壷 肺結 核 ナ

ル モ ノル・,肋 護 炎 嚢 生 時 若 シ クハ ソ レ以前 ヨ リ

肺 ニ アル病 竈(初 感 染)ヨ リ登 症 ス ル モ ノ ト考 ヘ

ラ レル故 二、 肋 膜 炎 ノ豫 後 トハ 言 フモ ノ ノ嚴 密

ニル・初 感 染 ノ豫 後 ノ範 疇 二 入 ルベ キモ ノデ ア ラ

ウ｡

全 症 例132テ 通 ジ、 檜 悪卒 ノ・44.7%デ 、治 癒 ・

輕 快 卒 ノ46.2%二 近 ク、 從 ツ テ青年 期 二於 ケ

ル肺 結 核 ノ豫 後 バ ー般 二極 メ テ不 良 ナ リ ト言 フ

コ トガ出 來 ル｡

次 二 早期 肺 結核 ヨ リ慢 性 肺 結 核 二進 展 シユ ク機

轄 ハ 、 前 節49例 ノ申第(9)一(49)ノ41例 ガ之

ラ示 シテ ヰ ル｡コ ノ41例 中 ヨ リ、 如 何 ナ ル機

轄 ガ多 キ ヤ ラ比 較 ス ル タメ ニ、 甲高 女 以 外 ノ症
ノ

例 タル(37)、(39)s(43)、(46)ノ4例 テ除 キ5

37例 二 就 テ 肺 結 核 ヘ ノ進 展 機 轄 ヲ分 ケル ト次

ノ如 ク ナ ル瞭

A.初 感 染 浸 潤 ヨ リ引 キ ツ ヅキ肺 結 核 二進 展

8例 即 チ(9)、(10)、(11>、(12)、113)、(14>

(15)、(16)o

B.初 感 染 竈 ノ再 燃 ニ ヨ リ肺 結 核 二進 展1例

慶Pチ(23)｡

C.肺 門 腺 結 核 ヨ リ滲 出 性 肺 結 核 ユ進 展5例

琶Pチ(17)、(19)、(20)、(25)、(26)｡

D.肺 門 腺 結 核 ヨ リ血 行 姓 肺 結 核 二進展4例

豊pチ(18)、(21)、(22>、 〈27>｡

E.肺 門腺 結 核 ノ再燃 ヨ リ肺 結 核 ニ進 展1例

帥 チ(24)｡

F.鎖 骨 下 早 期浸 潤 ヨ リ肺 結核 二進 展2例 郎

チ(28)、(29>｡

G.肺 尖 早 期 浸潤 ヨ リ肺 結 核 二進 展2例 即 チ

(30)、(31)｡

H.浸 潤 性 肺 尖 結 核 ヨ リ肺 結 核 二進 展5例 即

チ(40)、(41)、(42>、(44)、(45)｡

K.Simon氏 竈 ヨ リ肺 結 核 工遙 展3例9Pチ

(32)、(33)、(34)｡

L｡肺 尖 播 種 ヨ リ肺 結 核 ユ遽 展3例 即 チ(35)

(36)5(38)｡

M.上 葉 播 種 ヨ リ肺 結 核 二進 展3例 即 チ(47)

ρ

(48)、(49)｡

以 上 二示 ス如 ク、 初 感 染 竈 叉 ハ 肺 門腺 結 核 ヨリ

進 展 セ ル モ ルル・A.ヨ リE.マ デ19例 デ最 モ

多 久 肺尖 結核 ヨ リセ ル モ ノハG.ヨ リL.・ ・?

デ ノ13例 デ アル｡即 チ37例 中32例 ガ コ ル雨

型 ヨ リ來 タ肺 結 核 デ アル コ トテ知 ル ノデ アル｡

初 感 染 浸 潤 二 引 キ ヅ ヅ キ肺 結核 二進 展 セ ル例 ハ

最 モ多 ク8例 二 上 ル｡カ カ ル進 展 二就 テハ1938

年 熊 谷 教 授 力詳 説 サ レタ トコ ロ デ ア ル｡余 ノ8

例 中 ニ ハ(9)ノ 如 キ定 型 的 ノモ ノモ ア リ、(10)

ノ如 キ千痩 萬 化 ノ経過 テ辿 ル モ ノ モ ァ リ、(12)

ノ如 ク経 過 急 激 ニ シ テAschoffノ 所 謂Puber-

taetsphthise二 似 タル モ アル｡ヵ カ ル肺 結核 ノ

生 成 ハ、 肺 務 再 感 染 登 生 設 ノ根 砥 ヲ覆 スモ ノデ

アル｡一 旦 治 癒 セル如 ク兇 エ タ初 感 染竈 ガ再燃

シテ肺 結 核 ラ起 セル例 モ1例(23)見 ラ レタ｡コ

ノ初 感 染 竃 ハ上 葉 ニ ア ツ テ、 以 前 ノ爲 眞 ガナケ

レバ所 謂早 期 浸潤 ト誤 ラ レ易 イ｡

肺 門腺 結 核 ヨ リ ノ進 展 ハ 大 約 二 様 ノ機 縛 ガ考 ヘ

ラ レル｡即 チー ノ、淋 巴 管 性 ユ更 二後 昌 ノ、氣管枝

性 二肺 野 二蔓 延 ス ル場 合 デ ア リ、 コ ノ場 合滲 出

性 病 攣(後 ニノ・氣 管 枝 性 轄 移 ニ ヨ ル檜 殖 性病幾

モ起 リ得 ル ガ♪ ガ起 リ易 ク、 女 コ ノ時 未 グ治癒

二至 ラナ イ初 感 染 竈 モ恐 ラクハ 重 要 ナ役 割 ラ有 看

スル デ ア ラ ウ｡他 ハ淋 巴腺 ヨ リ静 脈 角 ヨ リ血管

二菌 ガ侵 入 セル場 合 デ ア ツ テ、 コ ノ時 ハ流血中

二 入 リ シ菌 ハ 心臓 二達 シ、 コ コ ヨ リ散 布 サ レテ

血 行 性 播 種 テ起 ス モ ノ ト考 ヘ ラ レル｡叉 肺門腺

結 核 ノ存 在 スル トキ、肋 膜 炎 テ起 スコ トガ多 イ

ガ、 肋 膜 炎 装 症 機 轄 二 就 テノ・コ コデハ 鯛 レナ ド

イ｡肺 門腺 腫 ガー 時 清 退 シテ、 更 二再 ビ腫 大 シ

テ肺結 核 二移 行 セ ル 〈24)例 モ見 ラ レタ｡

定型 的早 期 浸潤 ヨ リ肺 結 核 二進 展 セル例 ハ極 メ

テ少 ク余 ノ場 合 ハ2例 二過 ギ ヌ｡(28)Pt・ 於 テハ

浸潤 ソ ノモ ノガ室 洞 トナ リ、 コ レヨ リ吸 引牲縛

移 ヲ生 ジ タモ ノデ ア ラ ウ｡(29)屯 於 テノ・浸潤 ガ

旗 大 シ、 他 側 二轄 移 ヲ生 ジ、 後 二明瞭 轟 空洞 ガ

認 メ ラル ル ニ至 ツ タ｡

肺 尖 二 於 ケ ル早 期 浸 潤 ノ如 キ均 等 陰 影 ヨ リ肺結
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核 二 移行 セ ル例 モ2例(30)、(31)ア リ｡内(31)

二 於 テハ 定型 的 早 期 浸 潤 ト同檬 ノ機 序 ニ ヨ ツ テ

室 洞 ヨ リ吸 引性 韓 移 テ起 シタ｡

肺 尖 二於 ケ ル多 少 トモ浸 潤 性 ノ病 竈 ヨ リ肺 結核

二進 展 セ ル モ ノハ5例(40)、(41)、(42)、(44)

〈45)ア リ｡コ ノ内前3例 ハ共 二肺 尖 ヨ リ下 降 的

二鎖 骨 下浸 潤 テ生 ジタ例 デ ア ツ テ、後 述 ノ(32) 、

(33)、(38)及 ビ(39)等Aモ 見 ル如 ク、 如 何 二鎖

骨 下浸 潤 ナ ル モ ノ ガ屡 為肺 尖 ノ病 竈 ヨ リ登 生 ス

ル モ ノデ ア ル カ ヲ明 ラカニ知 ル コ トガ出來 ル｡

〈44)、(45)ノ2例 ノ・共 ・・=h.ソノ縄 過 力比 較 的 早 ク

(44)二 於 テノ・8ケ 月、(45)二 於 テハ14ケ 月後

ノ再 検 査 時 既 二雨 肺廣 汎 性 肺結 核 二移 行 シ テヰ

タ ノデ アル｡

次 二余 ガ 甲高 女 二於 テ登 見 シ得 タSimon氏 竈

ノ・合 計13例 デ ア ル ガ、 コ ノ内3例 ガ後 二軟 化

シテ檜 悪 テ示 シ タ｡Simon氏 竈 ヨ リ 肺結 核 二

進 展 スル コ トニ就 キ、1926年 及 ビ1928年Loe-

sehkeハ ㌦コ ノ病 竈 ノ、青年 後 期 ニ ヨ ク見 ラ レ、

氣 管 技 二破 レテ肺 尖 結 核 テ起 ス コ トガ ア ル」 ト

イ ヒ、Plienigerノ ・「コ ノ病 竈 ノ・撒 年 間 活動 性 ラ

持 綾 シテ進 行 性 傾 向 ヲ有 シ、 豫 後 不 良 デ アル」

Mヒ 、Simonモ1940年 コ ノ病 竈 ヨ リ肺 結核

ノ起 リ得 ル コ トヲ述 ベ タカ、1939年Grenzer

バ カカ ル6例 テ報 告 シテ ヰ ル｡余 ノ縄 験 セ ル3

例 中(32)ノ ・鎖 骨 下 二室 洞 テ生 ジ、(33)ノ ・肺 尖 及

ビ鎖 骨 下 二増 殖 性 病 攣 テ起 シ、 〈34)ハ軟 化 シテ

他 側 肺尖 ニ モ韓 移 テ生 ジ タモ ノラrアル｡Simon

氏 竈 ヨ リ ノ再 燃 ノ、恐 ラ クノ、熊 谷 教 授 、Loesehke

ノ設 ノ如 久 氣 管 枝 性 ノモ ノデ アル ト考 ヘ ル｡

叉Simon氏 竈 ノ再 燃 力女 子 二於 テノ・月経 初 潮

晶 關聯 シ テ起 ル コ トテ説 ク者 モ アル ガ、 余 ノ例

昌於 テノ・何 レモ破 瓜期 テ過 ギ タル17、18歳 二於

テ 見 ラ レタ｡而 シ テ3例 トモ 自魔 症 状 ナ ク、 定

娚 検 査 二 依 ツ テ爽 見 セ ラ レタモ ノデ ア ル｡

肺 尖 播 種 ヨ リ起 レル3例 中、(35)ハ 後 二播 種 竈

ガ 上 葉一 帯 二 及 ビ、(36)ハ 腸 膜 炎 ラ 績 磯 シ、

(38)ハ 氣管 枝 性 二鎮 骨 下 二韓 移 テ生 ジタ｡コ ノ

他(37)ノ 如 ク腹膜 炎 ラ績 嚢 セル モ ノモ ァ ル｡

上 葉播 種 ヨ リ起 レル3例 中、(47)ノ ・氣 管 枝 性 二

櫨 ガ ツ テ所 謂 右 上葉 炎 ノ如 キ像 テ呈 シ、 更 二轄

移 ヲ多 藪 二生 ジテ死 亡 シ、(48)ハ 恐 ラク周核 炎

衝 ニ ヨル悪 化 デ ア リ、(49)ハ 像 ハ慢 性 塙 殖 性肺

結 核 ニー 致 スル ガ、経 過 ノ・極 メテ急 性 デ ア ツ タ｡

周 知 ノ如 ク約20年 前 マ デ、 成 人 肺結 核 ハ肺 尖

二始 マル コ ト多 シ トサ レ｡コ レニノ・實験 的 二 叉

病 理 解 剖 璽 的 二相 當 ナ論 糠 ガ與 ヘ ラ レテ ヰ タ｡

然 ル ニ1922年Assmannノ 鎖 骨・下浸 潤 設 出 デ

テ以 來 、 肺 尖登 生 設 ハ 蕾 學 設 トシテ… 般 ニハ ソ

ノ償値 テ過 少 二評 償 サ レル 轟至 ツ タ｡勿 論 近 年

二於 テモ或 ノ、Loeschkeノ 如 久 或 ノ、有 馬 教 授

ノ如 ク、 肺 尖 結 核 ノ重 要 意 義 テ認 メ タ學 者 モ ア

ル ガ、 デ般 ニ ノ、本 邦 二於 テ モ所 謂 新 學 読 ガ薔 學

読 ラ風靡 シ去 ツ タ カ ノ親 ガ アル｡

Assmannノ 定 義 二從 ヘ バ、 早 期 浸 潤 トノ、他 ノ

肺 野特 二肺 尖 ガ正 常(初 感 竈 ノ石 灰 化 セル モ ノ

チ除 キ)ナ ル場 合 二、 主 トシ テ鎮 骨 下 二現 レル

孤 立 性 均 等 陰 影 テ指 ス モ ノ デ ア ル ガ、 ソ ノ後

Redekerニ ヨ ヅテ ソ ノ定 義 二慶 改 ガ加 ヘ ラ レ、

ソ ノ病竈 ノ位 置'・鎖 骨 下 二 限 ラズ、 タダ ソ ノ性

質 ノ「浸 潤 性 」ナ ル コ トテ以 テ命 名 ス ル コ ト トナ

ツ タ｡然 シ コ ノ時 二於 テ モ氏 テ始 メBraeuning,

Kayser-Petersen等 ガ、 肺 擁 肺 尖 瑳 生読 テ攻 撃

シテ居 タ コ トヨ リ見 レバ、 肺 尖 二於 ケル同様 ナ

ル陰 影 ノ、氏 等 モ之 テ早 期 浸潤 ト言 ノ、ナ カ ツ タモ

ノ ト考 ヘ ル ノカ至 當 デ アル｡余 ガ本 論 文 ニ於 テ

早 期 浸 潤 トシ タ例 ハ、 肺 尖 以 外 ノ肺 野 二於 ケル

孤 立 性 均 等 陰 影 デ ア ツテ、 而 モ コ ノ中ぐ ノ・初 感

染竈 ラ含 マ ナ イ｡コ ノ定 義 二於 テ、 余 ノ経験 ヨ

,リ見 レバ、 早 期 浸 潤 ヨ リノ肺 結 核 登 生 ハ極 メテ

稀 デ、2例 ウ屡 ゲ得 ルニ過 ギナ イ｡肺 尖 二於 ケ

ル同檬 ナル陰 影 ラ算 入 シ テ モ4例 二過 ギ ナ ィ ノ

デ ア ル｡反 之 、初 感 染結 核 及 ビ肺 尖 結 核 ヨ リ肺

結 核 二進 展 セ ル例 ハ前 述 ノ如 ク非常 二 多 イ｡

Assmann,Redeker,Braeuning等 ガ ソ ノ著 書

二 於 テ早 期 浸潤 トシテ記 載 セ ル症例 ノ上 爲眞 ノ

中 二、 余 ハ 時 々初 感 染 浸潤(時 ニハ 蔓 極 像)ト 思

バ レル モ ノヲ見、 或 ハ 又 同 時 二存 在 ス ル肺尖 竈
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ガ見 遁 サ レテ ヰル ノテ見 ル｡叉 鎖 骨 テ暴 上 シテ

撮 影 シ タ タ メニ、 肺 尖 竈 ガ鎖 骨 下 ニ ア ル如 クニ

見 工、 之 テ早 期 浸 潤 トセ ル場 合 モ見 ラ レル｡初

感 染 竈 ト早 期 浸 潤 ト ノ鑑 別 ハ 「ヅ」反 磨 陰 性 時 ヨ

リ ノ連 績 観 察 二依 ラナ ケ レバ往 々不 可 能 デ ア ル

カ氏 等 ノ記 述 ニ ハ 「ツ」 反 慮 ノ記 載 ナ キ場 合 ガ

多 イ｡後 ノ爲 眞 デ所 謂 早 期 浸 潤 ト同時 二存 在 ス

ル肺 尖 竈 ガ、 ソ ノ前 ノ寡 眞 デノ・浸 潤 二先 行 シ テ

ヰ ル場 合 ノ多 イ コ トノ・、 前 節 余 ノ症 例 二於 テ見

ル モ明 ラカ デ ア ル｡

例 ヘ バGrenzerノ ・ソ ノ近 著`、 恥rsorgerisehe

BeobachtungenUberdieAnfaengederLu-

ngentuberkulosedesErwachsenen,'二 於 テ

早 期 浸 潤 ヨ リ肺 結 核 二進 展 セ ル8例 テ記 載 シ テ

ヰ ル ガ、 コ ノ8例 中(2)、(8)ノ2例 ノ・初 感 染

竈 ト考 ヘ ラ レ、(3),(6)ノ2例 ニ テハ肺 尖 結

核 ガ浸 潤 二先 行 シ テ ヰル｡從 ツ テ定型 的 ナ早 期

浸 潤 ヨ リ遙 展 セル モ ノノ、35例 中4例 二過 ギナ

ク ナ リ｡反 之Simon氏 竈 ヨ リ6例 、 肺 尖 結 核

`aリ9例 ガ肺 結 核 ヲ起 シ テ ヰ ル ワ ケ デ ア ル.

叉Braeuningノ 近 著 、、DerBeginnderLun-

gentuもerkulosebeimErwachsenen"ニ ノ・、
ゆ

86例 ノ肺 結 核 中72例 力浸潤 性 病 攣 ヨ リ 碇 生 シ

肺 尖 ノ小 斑 歌 陰 影 ゴ リ起 レ ルハ2例 二過 ギ ヌ ト

述 べ テ ヰ ル ガ、コ ノ86例 中實 際 二肺 結 核 ニ マ デ

進 展 セ ル モ ノハ多 ク ナ ク、 而 モ氏 ガ浸 潤 性 病 壁

ヨ リ起 レ リ トナ ス72例 中 二18例 ノ肺 尖 結 核 ラ

記 載 シテ ヰ ル｡コ レ テ以 テ肺 虜 肺 尖 登 生 読 テ攻

撃 ス ルハ 自家撞 着 デ アル｡又Braeuning及 ビ

Redekerノ 言 フ如 ク「早 期 浸 潤 ノ定 義 ノ・ソ ノ位

置 ヨ リモ ソ ノ質 ニ ア ル」5シ テ モ、Braeun{ng

ノ著 書 昌 ア ル如 キ千 姿 萬 態 ノ「浸 潤 」ナ ル モ ノガ

果 シテ肺 結核 ノ眞 ノ始 マ リデ ア ラウ カ｡コ レ ラ

ノ「浸 潤 」ハ氏 等 自身 ガ始 メ示 シ タ「早 期 浸 潤 」ト

ノ・似 テ モ似 ツ カ ヌ陰 影 ヲ含 ンデ ヰ ル｡余 ノ経 験

ニ ヨ レバ カ カル陰 影 ノ、小斑 黒胡犬陰 景多ヨ リ増膨悪 ス

ル トキニ モ見 ラ レル モ ノデ アル｡氏 ハ 小斑 鮎 歌

ノ肺 尖 竈 ヨ リ肺 結 核 二進 展 ズ ル コ トノ・例 外 的 二

少 イ ト言 フ ガ、 小斑 鮎 状 ノ病 竈 ト難 モ増 悪 スル

場 合 ニ ノ・多 少 トモPerifokaleEntzifndungニ

ヨ ツ テ浸 潤 姓 トナ ル コ トガ多 イ｡コ ノ時 ノ爲 眞

ノ ミテ以 テ論 ズ ル ナ ラバ、 ソ レハ誤 ヅ デ アル｡

モ シ氏 ガ 「肺 結 核 ノ82%ハ 浸 潤 性 病 慶 ヨ リ起

ル」 ト言 フナ ラバ、 ソ レハ事 實 ヂ ア ラウ｡早 期

病 竈 ガ増悪 シ テ肺 結 核 二蓮 展 スル如 キ場 合 ニ ノ・

多 クハ 多少 共滲 出 性 機 轄 ガ 關與 ス ル カ ラ デ ァ

ル｡併 シ コ ノ事 實 ハ早 期 浸 潤 読 二封 シ テ何 等 ノ

な

支 持 デ與 ヘ ル モ ノデ ハ ナ イ.

以 上 テ要 約 ス レバ次 ノ如 ク言 ヒ得 ル｡

青 年 期 晶於 ケ ル慢 姓 肺 結 核 ハ熊 谷 教 授 ノ言 バ レ

ル如 ク初 感 染 二引 キ ツ ヅ キ、 叉 ハ ソ ノ再燃 ニ ヨ

ヅテ起 ル コ トガ最 モ多 ク、 ソ ノ進 展 舞犬況 ノ・所謂

再 感 染 結 核 二於 ケル トサ シ タル差 ハ ナ イ｡余 ル

37例 中19例 ハ 初 感 染 ヨ リ進 展 セ ルレモ ノデ ア リ

コ ノ内1例 ハAschoff/PubertaetSphthise

二 似 タル モ ノ デ ア ル｡

肺 尖 結 核 ヨ リ肺 結 核 ニ進 展 セ ル モ ノノ・37例 中

13例 テ撒 へ 、Loeschke,Htibsehmann等 、即

チ所 謂 「菖 墜 読 」二左 観 セザ ル ヲ得 ナ イ｡コ ノ中

肺 尖 ノ浸 潤 性 病 竈 ヨ リハ7例 、 壇 殖 性 病 竈 ヨ リ

ノ、3例 、Simon氏 竈 ヨ リハ3例 ガ嚢 生 シ タ｡叉

Loeschke,Malmrosu.Hedvallノ 言 フ如 ク、

肺 尖結 核 ヨ リ ノ韓 移 ニ ヨ ツテ早 期 浸 潤 晶似 タル

浸 潤 ガ鎖 骨 下 二形 成 サ レタモ ノモ7例 二 蓬X

ノレo

Assmann,Braeuning,Redeker等 ノ所 謂 早 期

浸 潤 ヨ リ肺 結 榛 ≒進展 セル モ ノノ・極 メテ少 ク、

鎖 骨 下 ノモ ノハ2例 二過 ギズ 、 肺 尖 早 期 浸 潤 テ

加 フ ル モ4例c=waギ ナ イ｡從 ツ テ肺 結 核 登 生 上

早 期 浸潤 ノ有 ス ル意義 ハ サ ホ ド大 ナ ル モ ノデハ

ナ イ｡

播 種 型 肺 結 核 ノ早 期 型 ト見 ラル ル モ ノ ヨ リ肺結

核 二移 行 セル ハ3例 デ ア ツ テ、 コ ノ内1例 ノ・佛

國 學 派 ノ所 謂 「右 上 葉 炎 」二似 タ ル モ ノニ移 行 シ

タ｡
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第6章 総 括

余 ハ青 年 期 二於 ケル肺 結 核 ノ瑳 生 拉 ビ ニ進 展 獣

況 テ知 ラ ン ト シテ5年 間 二亙 リ臨 鉢 的 「レ ン ト

ゲ ン」 學 的 研 究 ラ行 ヒ吹 ノ如 キ成績 テ得 タ｡

,函 館市 内6中 等 學 校 ノ新 入生 、 籍 年 約1200名

二就 テ「ツ」反 慮 テ入學 時 二検 査 シv4年 間 ノ結

果 ヲ比 較 ス ル ト、 ソ ノ陽 匪傘 ハ最 初 ノ46｡8%

ヨ リ次 第 二42.9%、41.2%、40.6%ト 云 フ如

ク明 ラ カニ低 下 シテ ヰル｡郎 チ青 年 期 二於 ケ ル

結 核 感染 率 ハ僅 カナ ガ ラ低 下 シテ ユ ク傾 向 テ有

ソ、ル/o

函 館市 某 高 女 生 徒1035名 二就 テ ノ「ツ」反 慮 陽

一性 韓 化 率 ハ
、4ケ 月間 二6｡27%テ 示 シ、又262

名 二於 ケル2年 聞 ノ 陽韓 率 ノ・20.5%テ 示 シ

タ｡コ レハ青 年 期 二於 テ結 核 初 感 染 ガ刻 々 二行

ノ、レツ ツ アル コ トテポ スモ ノァ アル｡

某 高 女 二於 テ5年 間 二最 初 「ツ」反 鷹陰 性 ナ リ シ

者 ヨ リ嚢 生 セ ル結 核 ハ39例 ア リ｡ソ ノ病 型 ト

シテ ハ初 感 染 〈浸 潤 、 墜 極 像 、 肺 門 腺 結 核)最 モ

多 久 之 二次 グ モ ノハ 肋膜 炎、肺 尖 結 核 デ アル｡

某 百 貨 店 ノ青 年 女 子572名 左 ヒ検 査 ノ結 果 、 初

感 染8、 肺 尖結 核10、 早 期 浸潤2、 早 期 播 種3、

慢 性 肺 結 核5例 ヲ嚢 見 シ タ｡

某 高 女 生 徒1035名 中「ツJ陽 姓全 員652名 ノy

検 査 二於 テ、 初 感 染15、 肺 尖 結 核8、 早 期 浸潤
'3
、早 期 播 種4、 慢 性 肺 結 核3、 肋 膜 炎及 ビ骨結

核 各1例 テ蟄 見 シ タ｡｡

次 デ2年 後 同校1071名 ノ絡 員」∠撮 影 ノ結 果 、

切感 染4、 肺 尖 結核14、 早 期 浸潤3、 早期 播 種

3、 慢 性 肺 結 核6、 骨結 核1例 テ嚢 兇 シ タ｡

上記3同 ノ上 検 査 ヲ通 ジ、 肺 結 核 早 期 型 トシ テ

最 モ 多 ク見 ラ レル モ ノハ 、初 感 染 各型 及 ビ肺 尖

結 核 デ アル｡
　

コ ノ某 高 女 第2同 検 査 ハBCG事 業 開 始後 満2

年 目 二行 ノ・レ タモ ノデ、 全 員1071名 中BCG

接 種 者358名 ヨ リノ・1例 ノ結 核 モ 嚢 生 セ ズ、

「ッ」陰 性 非接 種 者112名 中7名(6 ｡3%)、 「ッ」

腸 性 者601名 中24名(4・O%〉 ノ襲 生 テ兇 タ｡

、 ◎

コ ノ某 高 女 雨 同 ノ検 査 プ比 較 シテ、 初 感 染 ノ激

減 セル へ 「ッ」陰 牲 者 ノ大 部 分 二BCGラ 接 種

セ ル結 果 、 自然 感 染 ニ ヨ,1・嚢 病 ヲ防iLシ 得 タ タ

メ デ ア ル ト考 ヘ ラ レル｡師 チBCG接 種 ニ ヨ リ

少 ク トモ最 初 ノ「ツ」反 慮 陰 性 者 ヨ リ ノ壷 病 、 從 備

ツ テ青 年 期 二 入 リ テ ノ初 感 染 嚢 病 ヰ殆 ド防 止 ス

ル コ トガ 出來 ル ト考 ヘ ラ レル.

某 高 女 昌於 テ余 ハ昭 和13年169名 二阪 大竹 尾

研 究 所 保 存BCG、14年81名 、15年169名 ニ

ノ・東大{專染 病 研 究 所 保 存BCG=f接 種 シタ｡

BCG接 種 者 二於 ケ,:「ツ」陽性 傘 ハ、 コ3年 度 阪

大 株0.02逸 ラ接 種 セ ル169名 二於 テハ.3ケ 月

目97.6%、7ケ 月 目94.0%、10ケ 月 目98.4%

16ケ 月 目100.O%、22〃 月 目93.2易 、31ケ 月

目91.3%デ アル｡14年 度 簿 研 株0.005雇 テ接

種 セル81名 ニ於 テ ハ、4ケ 月 目79.8珍 、6ケ

月 目86.0%、 】2ケ 月 目63.2〈 乞、24ケ 月 目69｡9

%デ ア リ｡15年 度 同O.02ilgf接 種 セル169名

二 於 テハX12ケ 月 日77.8%デ アル｡つ ノ陽 性

率 ノ相 異 ハ菌 採 ノ相異 二基 ヅ クモ ノデ アル ト考

ヘ フ レ ルレ
0

13年 度 阪 大 株BCG接 種 ノ後 、接 種 局所 二硬 結

テ生 ジ タ モ ノ26、6%、 膿 瘍 或 ハ潰 瘍 テ生 ジ タ

モ ノ10.0%デ 、 コ レ ラ ノ陽 性 率 ハ、 局 所 攣 化

ナ キ者 ノ ソ レ ニ比 シ稿1高 傘 デ アル｡傳1研 株

BCG接 種 者 中 ニ ハ 局所 攣 化 読認 メナ カ ツ タ｡

某 高 女 二於 テBCG事 業開 始 後 満3年 間 二嚢 生

セ ル結 核 ハ93名 デ、 コ ノ内BCG接 種 者 ノ・1

名(419名 中/、「ツ」陰 性 非 接 種 者 ノ・23名(180名

中♪s「 ツ」陽 性 者 ハ57名(959名 中!、 「ツ」不 検

査 者 ノ・12名(38名 中)デ 、 各群 ノ罹 患 傘 ハ夫 々

0.24%、12.8%、5.9%、31.6%5ナ リ、BCG

接 種 者 ヨ リ ノ結 核 嚢 生 ハ殆 ド例 外 ト言 フベ キ程

少 ク、 而 モ嚢 生 セ ル1名 ノ初 感 染 浸 潤 モ、12日

目ニ ノ、殆 ド消 退 シテヰ ル｡反 之 他 ノ各群 ノ結 核

中 、後 二進 展 、死 亡 セ ル!・率 ノ・夫 々39.1先 、40.4

ゐ,16.7%ト イ フ高 傘 ラ示 シテ ヰ ル｡之 ニ ヨ ツ
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テBCG接 種 ノ数 果 ハ 殆 ド確 定 的 デ アル ト考 へSim0n.氏 竈 ヨ リ3例
、 肺 尖 播 種 ヨ リ3例 ガPt・・

ラ レル｡

某 高 女 二於 ケル 最近7年 間 ノ 入學 者 総 歎1858

名 中・ ソ ノ7年 間 轟壷 生 セ ル結 核 ノ・194名 デ、

入 學 者 ノ10.42%二 當 リ、 コ ノ194名 中死 亡 セ

ル モ ノノ・49名 、25・3% 、 入 墨者 ノ2.63%二 當

一ル
｡帥 チ総 入 學 生 徒 ノ内約10%ハ 在 墨 中 二結

核 二罹 患 シ、 ソ ノ約 ワ、ノ・同期 間 中 二死 ノ轄 蹄

ラ トル ノデ ア ヅ テ、 彼 等 ガ特 論看 護 婦 等 ノ如 キ

危 瞼 ナ職 業 二從 事 スル モ ノニ ア ラザ ル コ トヨ リ

考 フ レバ、 青 年 期 二於 ケル肺 結 核 ノ豫 後 バー 般

二極 メ え不良 ナ リ ト言 ハ ネバ ナ ラヌ
.

前 記194名 ノ患 者 中 余 ガ ソ ノ経 過 テ長 ク観 察 シ

得 タル132名 二於 テノ・、46.2%ガ 治 癒 輕 快 シ、

9.1%ノ ・不 慶 、44.7%ノ ・進 展｡死 亡 シ テヰ ル｡

コ ノ132名 中、 早 期 ヨ リ観 察 シ得 タ108名 二於

テへ 最 モ多数 テ占 メ ル モ ノノ・初 感染 結 核 デ ァ

リ、 次 デ肺尖 結 核 、肋 膜 炎 ノ順 トナ ル｡

コ ノ108名 中早 期 肺 結 核 ヨ リ鮪 結 核 一:・ak展スル

歌 況 ラ「レ ン トグ ン」的 ヒ追 及 シ得 タ37例 ノ経

験 ヨ リ見 レバ、 青 年 期 二於 ケル慢 性 肺 結 核 ハ最

モ多 ク初 感 染 及 ビ ソ ノ再 燃 ヨ リ 起 ル モ ノデ ア

ル｡之 二次 デ重 要 ナ ル ハ蹄 尖 結 核 ノ各 型 デ ア リ

定型 的 早 期 浸潤 叉 ハ 播 種 型 早 期 結核 ヨ リ起 ル コ

トノ・少 ク、 換 言 ス レバ青 年 期 肺 結核 嚢 生 ノ源 ノ・

初 感 染結 核 及 ビ肺 尖 結 核 ニ ア ル場 合 ガ最 モ多 イ

ノる アル｡

初 感 染 ヨ リ肺 結 核 二 移 行 セ ル19例 中、 初 感 染

浸 潤 ヨ リ引 キ ツ ヅ キ起 レル モ 生ノ、8例 、 ソ ノ再

燃 ニ ヨル モ ノ1例 、 肺 門腺 結 核 ヨ リ滲 出性 肺 結

核5例 、 血 行 牲 播 種4例 ガ登 生 シ、 又 肺 門 腺 結

核 ノ再 燃 ヨ リ起 レル モ ノ1例 デ ァ ル｡

肺 尖結 核 ヨ リ肺 結 核 二進 展 セル13例 中、 肺 尖

早 期 浸 潤 ヨ リ2例 、 浸 潤 性 肺 尖 結 核 ヨ リ15例 、

症 シテヰル｡

早期浸潤 ヨリハ2例 、之二前項 ノ肺尖早期濁 阻,

ラ加ヘテ4例 、上葉播種 ヨリハ3例 、之二前項 .

ノ肺尖播種ヲ加ヘテ6例 デアリ、共二初感染及

ビ肺尖結核 ヨリノ壷症二比 シ著 シク少 イ｡叉 肺

尖竈 ヨリ早期浸潤二似 タル浸潤 テ鎖骨下ユ後褒

セル例 ガ7例 二痒 スルコトノ・注 目スベキ事實 デ

ア ルレe"

最後ユ青年期肺結核嚢生上初感染結核 ノ占ムル

役割 ノ最モ重要ナル コトノ・既述 ノ如 クデアルガ

某高女2同 ノ 「上よ トゲ ン」序列検査a於 テ、

㌧BCG施 行満2年 後二於 ケル第2同 検査 ノ結果 .

豪見 サレタ初感染ガ、BCG施 行直前二於 ケル

第1回 検査二比 シ、著 シク減少 セル事實二注目

スル必要 ガアル.部 チコノ初感染 ノ減少ノ・明ヲ

カニBCG接1種 ニヨル未感染者 ノ自然感染ニョ

ル嚢病ガ減少 セルタメニ他ナラヌ｡即 チ青年期
…於 ケル初 感染結核ノ・今後未感染者二BCG接

種 ヲ鋤行 スル コトニ ヨツテ殆 ド防止 シ得ルニ至

ルデアラウ｡コ コユ於 テ残ル問 題 ハ、青年期;
二入ルニ先立チテ既工自然感染 テ受 ケタモノ

、

即チ既感染者二封 スル庭置 デアル｡既 感染者二

封 スル慮置 トシテ從束 モ言ハ レタル如 ク、定期

ノ上検査 ヲ實施 スルコトハ勿論必要 デアルガ、

理想 トシテへBCG接 種 テ進 ンデ學齢見童,

更二乳幼見ニマデ及 ボスベキデアル｡

又凱感染者 ノ上検査二際 シ、肺尖結核 ノ嚢見八

ソノ豫後 ノ不良ナルコトヨリ考ヘテ、最モ重蕨L

セネバナラヌ｡内 因性 タル ト外因性 タル トヲ問

ノ・ズ｡浸 潤性タル ト檜殖性 タル トテ論 ゼズ、肺

尖結核 ノ肺結核獲生上轟於 ケル位置ノ・最 モ重要

ナルモノトナルカラデアル.

鮮

第7章 結 論

青年期結核感染奪ハ最近二於 テ僅 カナガラ確實

二低下 ノ傾向ラ辿 リツツアリ｡學 齢見童二於 テ

モ コ ノ現 象 ガ見 ラル ル コ トヨ リ シテ
5本i邦 二於

ケル結 核 施 設 ノ改善 ニ ヨ リ、結 核 初 感 染 ヲ受 ク

麗
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ル時 期 ガー般 二 邊 延 シ ツツ アル モ ノ ト考 ヘ ラ レ

ルo

然 シ他 方 二於 テ青年 期 轟 入 リテ後 ノ初 感 染 ハ 刻

々 二行 ハ レツ ツ ア リ、 從 曽 拳青 年 期 肺 結 核 ノ病

型 ト シテ初 感 染 二厨 スル モ ノカ最 モ多 ク見 ラ レ

ソ ノ豫 後 モ畢 童 二於 ケル ト異 リ、 決 シテ良 好 ナ

モ ノデハ ナ イ、

コ ノ青 年 期 初 感 染 ノ・BCG接 種 ニ ヨ リ殆 ド全 ク
ま

防 止 シ得 ル｡即 チBCG接 種 ニ ヨ リ從 束 陰 性 ナ

リ シ「ヅ ベ ル ク リ ン」反 慮 ハ高 率 二陽 性 輔 化 シ、

カ カル 「ア レル ギ'-iノ 出現 ハN結 核 二封 ス ル特

殊 性 免 疫 成 立 ノ謹 左 ト見 ル コ トカ出來 ル｡BCG

接 種 テ受 ケ タ419名 ノ女 學 生 ニ於 テt満3年 間

二嚢 生 セル結 核 ノ・タグ1例 二過 ギ ズ
eソ ノ豫後

モ良 好 デ ア ツ タ｡

青年 期 肺 結 核 ノ病 型 ヲ レン トゲ ン所 見 ヨ リ見 ル

ニ、 初 感 染 二 次 デ多 ク 見 ラ レル ノハ 肺 尖 結 核

デ アル｡而 シ テ 諸 種 ノ 早 期 型 ノ経 過 ヲ 「レン

トゲ ン」 的 二追 及 スル ト、 慢 性 肺 結 核 轟進 展 シ

ユ クモ ノ ノ中、 初 感 染及 ビ肺 尖 竈 ヨ リスル モ ノ

ガ最モ多 ク見 ラレ、早期浸潤 ヨリ増悪 シユクモ

ノノ・極 メテ少 イ.即 チ青年期肺結核嚢生上最 モ

重要ナ意義ラ有 スルモノノ・初感染結核 ト肺尖結

核 ノ雨者 デアル｡諸 種 ノ早期型 ヨリ肺結核二進.

展 シユク封犬況へ 之 ヲ症例及ビレントゲンセリ

エン」ニヨツテ示説 ヲ試 ミタ｡

青年 期初 感染 結核 ノ登生ハ將來 未 感染 者二

BCG接 種 ヲ實施 スル コトニヨツテ殆 ド防止 シ

得ル ノデアルガ、少年期既感染者 ノ青年期 二入

リテ後 ノ登病豫防、早期嚢見ハ爾ホ残iサレタル

問題デアリ｡コ ノ場合青年期肺結核 ノ諸型 ノ中

特ニソノ頻度高 ク而 モ豫後不良ナル肺尖結核 ガ

最 モ重要覗サルベキデァル｡

本論文 テ亡キ父 ノ難前戸捧グ

稿 テ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導拉 ビニ御,

校閲ヲ賜 リタル恩師有馬英二教授二謹 乏テ感謝

シ、御協ヵ テ賜 リタル有馬 内科教室、札幌 ・颪

館雨健康相談所員諸氏拉 ビニ函館高等女學絞奥.

村季吉校長及 ビ加藤俊子氏二深謝 ス｡

(大束亜戦雫開始ノ日脱稿)

主要文獄

1)相 川武 雄,結 核 臨牀 .2巻,1939.2)有 馬 英

二 ・ 北 署 ・1巻,1923.3)有 馬英 二 ,東 西醫 學

大 観 ・52,1932.4)有 馬 英 二,第12同 日本 結 核

病 學 會宿 題 ・1934・5)有 馬 英 二,金 井 進,清 水 寛,

笠 井 義 男,結 核.19巻.1941.6)有 馬 英 二,金

井進,清 水 寛,笠 井 義 男,近 藤 角 五郎,第19同 日本

結 核 病 學 會 ・1941・7)有 馬 英 二,金 井 進,清 水 寛,

近 藤 角五 郎,笠 井 義 男,結 核.18巻,1940.8)有

馬 英 二,菊 池 清 一 、松 田操.結 核.8巻.1930.9)

有馬 英 二,清 水寛,結 核｡18巻,1940.10)有 馬

英 二,山 田豊 治,結 核.10巻,M932.及12巻,1934.

11)有 馬 英 二,山 田豊 治,宮 澤 孝,金 井 進,結 核12

巻,1934・12)有 馬 英 二,山 科 清 三,不 破 秀 三,有

馬教 授10週 年 記念 論 文 集.1934.13)有 馬英 二,

他 十 氏,第19囘 日本 結 核 病 學 會.1941.14)今

村 荒 男,結 核 ・18巻,1940.15)稻 田淳,鉱 場 敏

雑,岩 田鎭,結 核.14巻,1936.16)學 術 振 興 會,
「學 第22小 委 分 普 第6號 附録1」193&17)金 井

進,清 水 寛,結 核.15・ 巻,1937・18)熊 谷 岱 藏,

日内誌 ・20巻,1932・19)熊 谷 岱藏,第10囘 日

本醫 學 會會 誌.1938・20)熊 谷 岱藏,結 核.17巻,

1939.21)小 林 義 雄,結 核.9巻.1931.及10巻,

1932.22)古 賀 良彦,結 核｡14巻,1936.23)

近藤 角五 郎,結 核.18巻,1940.24)見 谷 勇,金

井 進,北醫.14巻,1936.25)永 野 重 業,飯 久 保

知 道,結 核.10巻,1932.26)永 野 重 業,松 岡

直義,結 核.12巻,1934.27)内 藤 益 一,結 核..

16巻,1938.及17巻,1939.28)小 田俊 郎,結

核 ・16巻,1938.29)緒 方 知 三 郎,結 核.3巻 艶

1925｡30)緒 方 知 三郎,三 田村 篤 志RB,病 理 學

総 論.31)岡 治 道,結 核.6巻,9巻,10巻 及16

巻 ・32)岡 治 道,、第19同 日本 結 核 病 學 會 線 會

宿 題.1941｡33)岡 西 順 二 郎,結 核.18巻,

1940.34)酒 井 皐 二,實 験醫 學 雑 誌1939.35)

佐 々木 幸,林 延 夫,近 藤 角 五 郎,北醫.16巻,1938,.

36)佐 多 愛 彦,結 核.1巻,2巻,3巻 及5巻.

37)清 野 寛,井 上,平福,軍醫 團雑 誌.321.1940.

38)清 水 寛,結 核｡15巻,16巻,及19巻.39）

清 水 寛,北醫.15巻,16巻,18巻,及19巻.40.,

清 水 寛,臨牀 内科 、5巻,1939.41)清 水 寛,

日結 ・1巻,及2巻42.・ 清 水 寛,笠 井義 男,日

レ.17巻,1940.43)清 水 寛,鈴 木 憲,日 結 ・1

巻,1940.44)高 橋 貞雄,佐 々 木 幸,吉 川俊 二,

北醫.12巻,1934.45)瀧 本 庄藏 、 深 谷 慶 治,



250清 水=青 年期肺結核 ノ饗 生 ㍗進展 、 【第20巻

北 醤.11巻.1933.46)柳 遷 謙,實 験醫 學雑 誌1939・

(誌 名 中 「北醫 」 ハ 「北 海 道醫 學 雑 誌 」,「 日内誌 」ハ
「日本 内科 學 會 雑 誌」

,「日結 」ハ 「日本 臨牀 結 核 ゴ「日

レ」ハ 「日本 レン トゲ ン學 倉 會 誌」ノ何 レモ略)

 47) Abreu, Z.  Tbk. 80, 1938. 48) Alexander 
 u. Baer, Praktisch. Lehrb. d. Tbk. Leipzig. 1931. 

 49)  Arboreliu._ Frgebn.  Tbk. forsch. Bd. IV. 
 1932. 50) Aschoff,  Patholog. Anatomie. Jena. 

 1936. 51) Aschoff,  Klin. W. 1929. 52) Ass- 
 mann, Beitr.  Klin. Tbk. 60, 1925. 53)  Ass-
 mann, D. m. W. 1927. 54) Assmann, Erge-

 bn.  Tbk. forsch. Bd. I. 1930. 55) Assmann, 
•  Kl .  Riintgendiag. inn. Erkrankgen. Berlin. 1934. 

 -56) Bacmeister, D. m. W. 1927. 57) Behring, 
 D. m. W. 1927. u. 1928, 58) Beitzke, Z. Tbk. 

 47. 1927 59) Beitzke, Ergebn.  Tbk. forsch. Bd. 
 III. 1931. 60) Beitzke, D. m. W. 1936. 61) 
 Beitzke, Beitr.  Kim. Tbk. 95. 1940. 62) Bern-

 ard, Les Debuts et les  Arrets de laTbc.  pulm.a 
 Paris. 1929. 63) Berner, Z.  Tbk. 83. 1939. 
 64) Bezancon,et  Busz, Presse Med. II. 1931. 
 65)  Bidling, Beitr.  Klin. Tbk. 86, 1935. 66) 

 Blumenberg, Beitr.  Klin.  Tbk. 71, 1929.  67) 
 Brauning, Z.  Tbk. 51,  8, 60, u. 64. 68)  Brau-

 ning, Ergebn. Tbk. forsch. Bd. I. 1930. 69) 
 BrHuning, Beginn d. Lungentbk. beim. Erwach-

 senen. Leipzig. 1938. 70)  Brauning u. Redeker, 
 'Tbk

.  Bibl. Nr. 38, u. 39, 1931.  711  Brawling 
 u. Redeker, Z. Tbk.  81, 19391, 72) Brugger, 
 Tbk.  Bibl. Nr. 66, 1938. 73)  Calmette,  L'in-

 fection bacillaire et  la tuberculose. Paris. 1928. 
 74)  Courcoux et Alibert, Presse Med. 43, 1935. 
 75) Courcoux et Braun, Rev. de  la Tbc. 5, 

 1939-40. 76)  Diehl, Beitr.  Klin.  Tbk., 65, 
 1926. 77) Engel,  Ergebn. Tbk. forsch. Bd. I. 

 1930. 78) Engel u.  Pirquet, Handb. d. Kinde-
 rtbk. Leipzig. 1930.  79) Ernst, Dtsch. Tbk. 

 Blatt. 10, 1936. 80) Falk, Beitr.  Klin.  Tbk. 
 59, 1924. 81) Gerberding, Z.  Tbk. 85, 1940. 
 82) Ghon, Prim. Lungenherde bei d.  Tbk. d. 

 Kinder. Berlin. 1912. 83) Ghon u. Kudlich, Z. 
 Tbk. 41, 1924. 84) Hamburger, Beitr.  Klin. 

 Tbk. 95, 1940. 85) Hamburger u. Monti, M. 
 m. W.  1909. 86) Hedvall u.  Malmros, Z. Tbk. 

 69, 1934. 87) Heimbeck, Z. Tbk. 52, 1928. 
 88) Heimbeck, Zbl. Tbk. forsch. 45, 1937. 89) 
 Hetherington, Amer. Rev.  Tbc.  28, 1933. 90) 
 Holfelder, Z. Tbk. 83, 1939. 91)  Hiibsch-

 mann, Pathol. Anatomie d.  Tbk. Berlin. 1928. 
92)  Hiibschmann, Beitr.  Klin.  ,Tbk. 75, 1931. 

 93) Ickert,  Allergie u. Tbk. Leipzig. 1940. 94) 
 Janker, Tbk.  Bibl. Nr.  69,  1939. 95) Kattentidt,

 Z. Tbk. 52, 55, 58, 62, 66, u, 69. 96) Kayser-
Petersen, Beitr.  Klin. Tbk. 69, 70,  U. 86. 97) 
Kayser-Petersen, Ergebn. Tbk. forsch. Bd. VIII. 
1937. 98) Kayser-Petersen u.  Grenzer. Tbk. 

 Bibl. Nr. 70, 1939. 99) Koch, R,  Berl.  Klin. 
 W. 1882. 100) Koester, Z.  ITbk. 84, 1940. 

101) Krause u. Gautenberg, Z.  Tbk. 65, 1932. 
102) Lange, Ergebn. Tbk. forsch. Bd. I. 1930. 
103) Lange,  Z.  Tbk. 77, u. 78, 1937. 104) 
Lange,  Klin. W. 1937. 105) Lange, Beitr. 

 Klin. Tbk. 93. 1939.  106) Liebermeister, Beitr. 
Kiln.  Tbk. 92, 1938. 107) Ljung, Beitr,  Klin: 
Tbk. 64, 1940. 108) Loeschke, Beitr. Kiln. 
Tbk. 64, 68. 70, u. 81. 109) Loeschke, Med. 

 Klin. 1929. 110) Loeschke u. Dehoff, Ergebn. 
Tbk.  forsch..  Bd.  II.  1931. 111) Lydtin, Z.  Tbk. 
49, 1927. 112) Lydtin, Beitr.  Klin.  Tbk. 67, 
u. 81. 113) Lydtin,  Zbl. Tbk. forsch. 30, 1929. 
114)  Malmros u. Hedvall,  Tbk.  Bibl. Nr. 68, 
1938. 115) Rehberg, Ergebn. Tbk. forsch. 
Bd. VII. 1935. 116) Marz, Dtsch.  Tbk.  Blatt. 

 10, 1936. 117) Nabholz, Beitr.  Klin. Tbk. 88, 
1936. 118)  Naegeli, Virchows Arch. 160. 1900. 
119) Neumann, M., Z.  Tbk.. 60, 1931. 120) 
Neumann, W., Klin. d. beginn. Tbk. Erwach-
sener. Wien. 1925. 121) Neumann, W., Er-
gebn. Tbk.  forsch,  Bd. IL 1931. 122) Neumann. 
W., Wien.  Klin. W. 1937. 123) Pagel, Beitr. 
Kiln. Tbk. 60, 1935. 124) Pagel,  Henke-Lu-
barschs Handb. Bd. III. 1930. 125) Ranke, 
Dtsch. Arch. Kiln. Med. 119, 1916. u. 129. 1919. 
126) Redeker, Dtsch. Med. W. 1927, 127) 
Redeker,Beitr. Klin. Tbk. 59, 63, 65, 68, 70, u. 
73. 128) Redeker, Z. Tbk. 56, 1930. 129) 
Redeker, Ergebn. Tbk. forsch. Bd. I. 1930. u. 
Bd. III. 1931. 130) Redeker u. Walter, Ent-
stehg u.  Entwiklg d. Lungenschwindsucht des 
Erwachsenen. Leipzig. 1929, 131) Rehberg, 
Z. Tbk. 73, 1930. 132) Rehberg, Dtsch. Med. 
W. 1929. 133) Riemer, Z. Tbk. 65, 1932. 
134) Romberg,  'Min. W. 1927. 135)  Romer, 
Beitr.  Klin.  Tbk. 11, 1908. 136)  Rubinstein, Z. 
Tbk. 62, 1931. 137)  Schemmel, Beitr. 
Tbk. 86, 1935. 138) Schmincke, Beitr. Kiln. 
86, 1935. 139)  .  Schrtider,  Tuberkulose. 
9, 1929. 140) Schwarz, Rev. de  la Tbc. 5, 
1936, 141) Simon, Beitr.  Klin. Tbk, 59, 1924. 
142)  Simon Tbk. 85, 1924. 143) Simon u. 
Redeker, Prakt. Lehrb. d.  Kindertbk.  Leipzig. 
1930. 144) Soper u. Amberson, Amer. Rev. 
Tbc. 39, 1939. 145) Soper u. Wilson, Amer. 
Rev. Tbc 26, 1932. 146) Tendeloo, Beitr.



Abb.1.■a.18.6,1940,

正 常

Abb.3。 ■c.4。6.1941.

搬 痕 死

闘 騨騨 ㌦ 、

導
河

診
療

■甲 唾憂
7で .池

∫

・触

棄「■■

Abb.5.■b,21.1.1941.

滑

翔瞬願

Abb.2.■b,23.5.1941.

右 肺 中野 初 感 染 竈

.、 》,蹴

統監『 萱
.,

1・

寮〆描 ・ ・

ゴア　
ド ア

・' ・
.:・ ・`驚

汚:""

驚
',

Abb.4.■a.20.12.1937.

右 肺 初 感 染 浸 潤

膠;ぐ し
「 己'

駅

》

.'写 二

.

婚.

`』 「》

・1ダ

.じ

・
露

"

Abb.6.■a.25.8.1937.

右 肺 門影 」骨張

舟

「

趣

コ

h,

蕊



臥
、》
3
β

馬ト

鋼
「
・鶴

Abb.7.■b.29.3.1938,

右 月市初 感 染 汚碧閏

ら

譲

.♂ ㍗.

》誰 「

'

、罐

.プ 「:趣
....

慧
Abb。10.■

.b.22.1.1941.

硬 化 「自 然 人)

.鋼
.身

網 醸 。..織

Abb.8.■c.18.6.1940.

治 癒

顎 墜 、

Abb。1L_a.30.7.1937.

右 鎖 骨 ト浸 潤(自 然 大)

鶴

P
ご緊 ,螺

:気

講鋤
%

一 ■■』i』.'.ル

Abb.9._a」 】.。3.1938.

左 肺 尖 浸 潤(自 然 人)

Abb.12.
_Ib,7.10.1937,

気 胸(滲 出 液)

す

壕̀4



略
憂

2
ぽ

二弘

づ『1
論

Abb.13.■c.28,3.1938,

氣 胸(滲 出 液1

罵 ゾ繋

r爆 、

》鱒 レ …

"

.J

譲
歩

'

ボ翠伽.ン慶
識

5

脅
.

驚

.影 、「

o

揮欄 願ワ 「

ミ
ミ

Abb.14。 ■d.19.2,1941.

治 癒

.幣

Abb.15.■a.19.4,1939.

右 肺 巨大 膿 空 洞

Abb.is.■b.3.5.1939.

空洞 内容 喀 出

既:も
…N

・奪 ん

瀞

潭
φ

ラ

噺

』.

Abb.17,■c.5.9.1939,

先 金 気 胸

L
Abb.18.■d.16,1.1941,

治 癒



■7.
顔籔..

ノ←

♪

ド㌶
多

グ

鵡N圏
,}

欝

気

Abb.19.■a.29.7.1937.

雨 肺 尖 結 核

■7
i 向

ン

噂

幽ミ多

考
〆

鋤調貨

向
q
傾

.
■

化膿崩

Abb.23.■a。27.7.1937,

右 下 野 国 形 浸 潤(自 然 人)

『79、
◎ 」.

.諺

ク

寮費

砂
〆

職▼7

蝿.、

㌧ 轟
"t:・

Abb,20.■b.24.3.1938.

軟 化

卿
喩

セ多

r .

{
ミ

Abb.22.■d.24.2.1941.

硬 化

、.

容 「

灘

Abb.24.■b.15.7.1940

不 憂(自 然 大)

●



霧中 娠
レ

ノ

,チ.沙

磁「 嘩

犠㌦

Abb.25.■a.5 .8,1938.

左 脚 初 感 染 浸潤

7:蓄

遜 ・

3騨
1'

駕

ドコ ゆア

.夢

..

4

.「岡
■

畷 毎・

.
麗

妬.

亀
Abb.27.■c.19..,.1941.

右 肺 二 樽 移

.∴ 灘.

、譲 ・

〔o
.

℃酸
ク 昌

参 ご聯
・.熟

鷲

亀
Abb.29,■b.4.2.1938.

空 洞 形 成

麗覧 融 ,
F

献
冤

辮

::欝鋤 』

獅輔

働蟻 .
ル

レ 噸
Bbb.26.■b26.6 ,1940.

稚 く下 方 三 振 大

イ

齢
押

ノ
ヒド

噸幡鎌

2緊
w

Abb.28.■a.19.11.1937,

右 肺初 感染 浸 潤

タ

㌔
♪も

蔓
夕..

ρ

,荊一 燈'

汐
啄

τ▼ 棚■

蔑
噌.

...、 糟

Abb。30.■c,22 .8.1939.

稚 く 硬 化

「き



.蕩
蕩
多

縣き

、

q
、ρ

」

£
嵐
緊

声

Abb.31.■d29.3.19.1{,.

気 管 枝 性 播 種

曜
臨
、

・抄 ご`然,・

Abb.32.■P.21.8,1940.

空 洞 消 失,播 種

、外;〆

阿 蒙、 7
網

..《

.織

「

Abb.33.■a.13.8.19:37.

;左鎖骨 下浸 潤(自 然大)

魂
'
確

鳶
ぞ

マ

愈
奪

、

Abb.35.■c.11,E .1938.

右 肺 二 縛 移

《

「錦鯉 脚

》

6『・..

幽..陵、.

ブ.;.

で卿

物 毎

Abb.34.■b.19.3.1938,

左 肺 尖 ・詞 廣大

竃、汐

甥
d
関
.

野
陣

.期し

,」

「

版「嗣7.4卿

Abb.36.■d .8.9 .1939.

空 洞 形 成,病 竃 櫨 大



Abb,37.■a.18.6.1940.

雨 肺 尖Simon氏 竈

騨. ダ.

'♂墜

1ぜ
7「

㍗
'
、♂

謳

.居

「

鷲L

榊

糊噸剛 ■

嘱σ「 野

「 ズ

.麟

・1彰.ま 　　　

鰻
蜜鋸

紅鱒臥
Abb.38。 ■b.24,2.1941.

右 鎖骨 下 空 洞 形 成

Abb。39.■a.18.6.194(.

右 肺 尖Simon氏 竈

凶

弾 吻 物・.

Abb.40.■b.23.5.194].

右 鎖 骨下 浸 潤 出現

2講:β ・聯.多 難

ノ

、浴捗

～雲

.噸膨
. 、

馬

.〆.

Abb.41.■a.27.5.1940.

肺 尖 浸 潤

秘
露 .鶏 甑 磁 鞠 一 鉱 ,.'魏 ,

ン免 磁 「^盛.

舗.
、 ・莫 ・こ∫ 子

Abb.42.■b.10.6.1941.

鎖骨 下浸 潤 出現(自 然 大)



Abb.43.■a18,6.19./.11.

雨 肺 尖 浸 潤

臨
.・ 耽'置

く・

=ψ恥

.澱

酬 .
瑚

漣繋「卿
"

Abb.44.■b.21.2.1941.

左 鎖 骨 下 二浸潤 出現

墾

糊「灘

Abb.45.■q・.9 .5.19口.

左 鎖 骨 下 二 浸 潤 出 現

謎
冨

『
州際r騨

..7軍

喫 緊,.㌔

Abb.46.■a.ig ,t1.1937.

雨 跡.尖 浸 潤

鞭.・

て 烈 レ

.再

唖

評耀
㌶纏i瞬
サ'.'

「r》

癌'

・.参.

¢

聖F.

》▼ 嬰

7

"、キ

.「.多

}
勤.

・婚 ・触 灘

Abb.48.■c.29 .3.1939.

右 肺 尖 空洞 形成

Abb.47.■b.20.4.1938,

左 肺 尖 空 洞 形 成



昭罵疑 略

L

纏

ノメ ▽ 『
努・数 ∵

Abb.49._d4.12.1939.

左 肺 尖 空 洞振 大,氣 管 枝性 播 種

Abb.50.■a.18.6.1940.

オ〒 月市 サこ ミ受1閏

7

・紘,

彦蘇 畝

蜘 離農

轟

『

鯵

Abb.51.■h.27 .2.1941.

魚 骨 枝 性 播 種.

▼ 一一 較

顯 鯵 「.
・齢

び ∵ケ4.
ぎ
嵐

Abb,52.■a.26.1.1938.

右 肺 門 周 困 浸 潤



Abb.53.■b.18 .6.1940,

浸 潤 融 合 軟 化

骸
多

.謁 し

轟臓

馳

璽

、

ら

Abb,54.■a.25.5.1938.

雨 肺 上 葉 小 斑 黙 像

塵.

甲「な
塗

e .

贋
陶

.戸
..

1.搾
影

調

Abb.55.■b.20.6.1938.

右 鎖 骨 下 二措 大

7・ ㌦.

.
・像

型、

1

欝
.

亀ジ.

団ダ

♂
◎

.
、

配

餅

イ
.

馬

Abb.56■c。5。8.1939.

軟化,空 洞 形 成

`



第4號 】 清水=青 年期肺結核ノ登生レ進展251

Klin.  Tbk. 11, 1908. 147) Tendeloo,  Aug. 
Pathologie. Berlin. 1925. 148)  Trig., Tbk. 
Bibl. Nr. 72, 1939. 149)  Trvisiej etc., Rev. 
de. la Tbc. 5, 1939. 150) Ulrici, Beitr.  Kiln. 
Tbk. 70, 1928. 151) Ulrici, Diag.  u. Therap.

d.  Lungen- u. Kehlkopftbk. Berlin. 1933. 152) 
Unverricht,  Klin.  W. 1927. 153) Voigtmann, 
Beitr.  Klin. Tbk. 87, 1935. 154) Weigert, Vi-
rchows  Archiv. Bd. 88, 1882. 

會 報 並 雑 報

第20回 日本結核病學會総會 ノ・第11同 日本 署 學 會 分

科 會 トyテ3月27日 、28日 、29H/3日 間、東京帝

國大 學経濟 學部38番 教 室二於 テ開催 セ リ｡

會員 ノ線會演説 申込 ミハ逐次墳加 シ、本年 ノ・非常 二多

数 昌上 り時間 ノ都 合上 多数 ノ有盒 ナル 報告 ヲ御逡慮

願 フノ止 ムナキニ至 レリ｡

幹 事・會蚊 二詳議 員會 ノ・3月27日 及 ビ28日 二開催or、

線會議事 二呈出ス可キ議事 ヲ愼重協議 セ リ｡

O総 會 議 事

3月29日 午後3時 ヨリ緯會會場二於 テ開催erekノ 事

項 ヲ議決 シ次 デ昭和16年 度會計報告 ヲ承認 セ リ、

1.會 則愛更、及 ビ追加

第8條 會費 ハ年額6圓 トス

第12條 會員ニ シテ、 本會會員 トシテ不適當ナル行

爲 ア リタル場合 ニハ、幹事會議 ヲ経 テ、會長之 ヲ除

名スル コ トヲ得(但or、 第12條 ノ字句 ハ多少、修

正 スル事 アル可 ク、此 レニ ツ イテハ會長 ニー任スル

コ の

1・次 同総會 開催二關スル件

次同線會 開催地 ノ・京都 トシ、開催時期 ハ會長ニー任 ス

1・次 同會長 京都府 立屠科大學教授 淺 山忠愛君

1・編輯事項二關スル件 雑誌紙歎 ノ制限 ノタメ特別

揚載 ヲ中止ス｡

O昭 和16年 度 會 計 報 告

(本會計報告 ハ會計士三宅則義氏 ノ監査 ヲ輕 タル モ ノ

ナ の

自 昭和16年1月1日

至t}16年12命 月31日

牧 支 計 算 書 穐

日 本 結 核 病 學 會,

支 出 之 部 牧 入 之 部

借2LL塑L別 傘量
備 晶 費3862會 獄9.9930

清 耗 品 費51663著 者費据金3,65046

振替挑 出料15462廣 告 料 金3.68300

1騨 及 …5887婁 辮 慧3'1:lll
編 輯 費566

印 捌 費12｡9496

総 會 費24500

集 會 費10450i

旅 費74100{

義 簑 灘1{
1

乗週 藪余 金2.52365

/

}21・8511661121・851i66

昭和16年12月31日 現在

貸 借 封 照 表
日本結 核病 學會

資 産 之 部 員 澹 之 部
「 否』 薦 貸 方 除 額

未囎 費13・12240・ 印刷未ms2・0鰭

灘 撤2・53・64穫 輯糞 継
約束郵便澹保金37600御 下 賜 金97019

振都 麟lrOO睡 年劇 齢4・ .842・・

幾替陰12蝦:階 度灘 紘52365
當 座 預 金1.66946

定 期 預 金15.00000

三 菱 信 託97019
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